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第 1章  背 景及び目的

1 . 1背 景

企業活動における戦略的なイ ンフラス トラクチャと しての L A Nの 重要性が認識 されつ

つあ り、各企業において L A Nの 導入はここ数年で急速 に伸びている。

また、 L A N導 入の増加 に伴い複数の L A N同 士を接続 し、よ り高度な分散処理形態を

実現す る L A N間 接続に対す るニーズ も増大 している。

位置的に離れている事業所等に敷設 された L A N同 士をW A Nを 介 して接続 し、広域 に

わたる私設網を構築す るために、効率的な トラフィ ック制御、誤 り制御、障害対策等の機

能を有 し、信頼性 0回 線利用効率 ・運用性の面か らも優れた中継機能を実現す ることがで

きるルータは L A N間 接続の主要装置である。

W A Nに 用 いる伝送手段 ( I S D N、 P S P D N、 専用線、フ レーム リレー)及 び採用

す るプロ トコル ( O S I系 , T C P / 1 P系 等 )に よ り標準化の進捗状況が異なるが、現

在 T T Cで は 」 S - 8 8 8 0 - a ( L A Nに おいて O S Iネ ッ トワークサー ビスを提供す

るためのプロ トコルプロファイル) , J S - 8 8 8 0 - b (コ ネ クシ ョンレス型 L A Nを

専用線を介 して相互接続す るためのプロ トコルプロファイル)に よ り、 I N T A Pで は 」

I S参 考 S 0 1 7 ( V l . 0 ) (ネ ッ トワーク層中継実装規約 R F . 2 2 )、 J I S参 考

S 0 1 1 ( V 2 . 0 ) ( W A N下 位層実装規約 T F . 1 1 ,  5 3 1 ,  5 1 1 1 ,  5 1 2 1 ,

5 2 1 1 ,  5 2 2 1 ,  5 2 3 1 )及 び 」 I S参 考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) ( O S I中 継 R A

J実 装規約 R A J  I S )に よ リルータに関す る標準が策定 されてお り、また S R Iで は

R F C .  7 9 1、 7 9 2、 8 2 6、 8 9 4、 9 5 0、  1 0 4 2、  1 3 3 2、 1 3 3 4、

1 3 5 6、  1 4 9 0、  1 6 6 1、  1 8 1 2等 により規定 されている。

1 . 2目 的

上記標準に基づ く製品が各 メーカか ら製造 ・販売 されている中で、各ユーザにおける円

滑な L A N間 接続の導入を促進す るためには、各ルータ間での相互接続性の確保が必要不

可欠である。 しか しなが ら、製品化当初 においては、標準 に準拠 し製造 されている製品同

士で も相互接続性が確保 されていない場合が一般的であ り、相互接続試験の実施 による接

続性の確認が必要 となる。

本 「基本ルール」は、上記の状況のなかで各社の製造す る製品間での必要最低限の相互

接続性を確保す るために実施すべき相互接続試験の内容、手順 について規定す るものであ

る。

今後、本 「基本ルール」に基づ き、通信機械工業会が事務局を務める 「L A N 間 相互接

続試験実施連絡会」において、具体的な相互接続試験が実施 され、その結果が公表 され る

こととなる。 これによ り、各製品間の相互接続性の確保が図 られ、我が国における L A N

の本格的な展開に向けた環境の整備が進展す るとともに、標準 自体の実効性 も高め られ、

新たな標準を策定 してい く場合の参考 として活用 され る。
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第 2章  相 互接続試験の範囲、対象

2 . 1  概 要

「L A N間 相互接続試験基本ルール (第3 . 0版)」 では、ルータによりW A Nを 介 して

接続 されている異なる L A Nに 収容 された E S間 でのネ ッ トワ
ーク層 レベルまでの相互

接続性を確認す る方法を記述 している。

まず、第 3章 では相互接続試験 に用いるルータのW A N側 のプロ トコルプロファイル

について、標準化済み又はそれに相当す る業界標準を整理 している。

また、第 4章 では相互接続試験の形態、手順、試験項 目等 について記述 している。

第 5章 では相互接続試験の実施組織である相互接続試験実施連絡会 (以後、連絡会 と

略す )に ついて解説 している。

2 . 2  対 象 とす る L A N

現在標準化 されている I S 0 8 8 0 2 - 3 ( C S M A / C D )、 同 8 8 0 2 - 4 (

トークンバ ス) 、 同 8 8 0 2 - 5 ( ト ークンリング) 、同 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 ( F D D

I ) の 各 L A N 等 を対象 としている。また、今後標準化 され る L A N も 標準化が完成次

第、順次対象 として追加 される。

中継層プロ トコル としては、 O S I 系 の L A N の 場合は L L C 層 として I S 0 8 8 0

2 - 2 、 ネ ッ トワーク層 としては I S 0 8 4 7 3 ( C L N P ) と I S 0 9 5 4 2 ( E S

― I S ) を 適用 し、 T C P / 1 P 系 の L A N の 場合はネ ッ トワーク層 と して I Pを 適用

す る。

E Sの 応用層エ ンテ ィティとしては、 O S I 系 の場合M H S や F T A M が 、また T C

P / 1 P 系 の場合は、 F T P 、 T E L N E T が
一般的に有効である。ただ し、 E Sの 選

択は、 これまでの相互接続試験の実績やその時の準備の都合等により、連絡会内で適宜

判断す るもの とす る。

2 . 3  対 象 とす るW A N

I S D N ( 回 線交換及びパケ ッ ト交換 )、 専用線、 P S P D N 、 フレーム リレーを対

象 とす る。

2 . 4  第 3 . 0 版で対象 とす る相互接続試験の組み合わせ

基本ルール第3 . 0 版では、標準化作業の進展状況等を考慮 した結果、次の組み合わせ

についての相互接続試験を対象 とす ることとした。

表 2 . 1  相 互接続試験の組合せ

プ≧卜ょ
N I S D N
回線交換

ISD N

回線交換

ダイヤルアップ

ISD N
パ ケ ッ ト 専用線

PS P D N

( ノ1 ケット)

フレーム

リレー

O  S  I t t L  A N ○ ○ ○ 〇

TCP/1 PttL AN ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2 . 5  ネ ットワークア ドレス体系

相互接続試験で用いるア ドレスは、 O  S  I t t L  A Nの 場合 I N T A P実 装規約 ( V l . 0 )

および( V 2 . 0 )のア ドレス形式に従う。どちらの形式を用いるかは試験を実施する当事者

間で決定 し、試験結果としてどちらを用いたかを明確にしてお く。T C P / 1  P t t L  A

Nの 場合、 S R Iよ り発行されているア ドレスを用いる。

以下にそれぞれのネットワークア ドレスについて記述する。

2 . 5 . 1  0  S  I t t L  A Nの ネ ットワークア ドレス

( 1 ) I N T A P実 装規約第 1版 のア ドレス形式

(イ) L A N形 式 1 ( X . 1 2 1形 式 ( V . 1 ) )

① P S P D N接 続 L A Nに 適用

② I N T A P実 装規約第 1版 L A N形 式 1を 適用

AFI IDI D S P

3 7 0¨ ・0 DNIC 加入番号 P S I PIA L S S N S S

2 桁 1 4桁 1オクテット  6オクテット    1オクテット  1オクテット

(口) L A N形 式 3 (ロ ーカル形式)

①専用線接続 L A Nに 適用

② I N T A P実 装規約第 1版  L A N形 式 3 (ロ ーカル形式)を 適用

AFI D S P

4 9 0…・0 P S I PIA L S S N S S

9 ) I N T A P実 装規約第 2版 のア ドレス形式

(イ) L A N  E . 1 6 4形 式

① I S D N (回 線交換及びパケット交換)接 続L A Nに 適用

② I N T A P実 装規約第 2版  E . 1 6 4形 式を適用

AFI IDI D S P

2 桁 1 6桁

*:デ フォル トは 2オ クテ ットである。

2桁 1 1オクテット 1オクテット 6オクテット  1オ クテット 1オクテット

4 5 0…・0 国 コー ド 加入番号 F サブネット ID エンドシステム ID NSAPセレクタ

- 3 -

1-4オクテット
*   6オ
クテット     1オクテット



( 口) L A N  X . 1 2 1 ( V . 2 ) 形 式

① P S P D N 接 続 L A N に 適用

② I N T A P 実 装規約第 2 版  X . 1 2 1 形 式を適用

AFI D S P

0-・ 0 DNIC 加入番号 サプネット ID エンドシステム ID NSAPセレクタ

2 桁 1 4桁 1-5オクテット
ホ
   6オクテット    1オクテット

* :デ フォル トは 2オ クテットである。

(ハ) L A N  D C C 形 式

①専用線、 I S D N ( 回 線交換及びパケット交換)、 P S P D N 接 続 L A Nに

適用

② I N T A P 実 装規約第 2版  D C C形 式を適用

AFI  I   I D I D S P

3 9 2 F JDI サプネット ID エンドシステム ID NSAPセレクタ

IDI

2桁 1   4桁  1  3オ クテット 1～ 7オクテット
*  6オ

クテット  1オ クテット

7 bits of net, 24 bits Of host        a

14 bits of net, 16 bits of host        b

21 bits of net,  8 bits of host        c

* : デ フォル トは 2 オ クテ ッ トである。

2 . 5 . 2  T C P / 1  P t t L A N の ネ ッ トワークア ドレス

T C P / 1  P t t L A N の ネ ッ トワークア ドレスは S R I よ り発行 されているR F C 7

9 1 の 中で定義 されているクラス a 、 クラス b 、 クラス c な らびに R F C 9 5 0 で 定義

されているサ ブネ ッ トア ドレスを適用す る。

High Order Bits Format 01ass

0

1 0

1 1 0

クラス a

0   1

0 ネットワークアドレス ホス トア ドレス

1ビット   7ビ ット

- 4 -

2 4 ビ ッ ト



クラス b

0 1  2 16

1 0 1    ネ ットワークア ドレス ホス トア ドレス

2 ビット     1 4 ビ ット

クラス c

0 1 2  3

サ ブネ ッ トア ドレスの例 ( クラス b )

0 1  2

1 6 ビ ッ ト

1 1 0 ネットワークア ドレス       |ホ ス トア ドレス

3ビット 2 1 ビ ッ ト 8 ビ ッ ト

24             31

16+n          31

ネットワークア ドレス サブネットアドレス ホス トア ドレス

2 ビット      1 4 ビ ッ ト nビ ット   (16-n)ビ ット

- 5 -



第 3章  L A N 間 相互接続プロファイル

第 3章 では相互接続試験に使用す るルータのW A N 側 のプロ トコルプロファイルを整

理 している。プロ トコルプロファイルの選定 にあた つては、標準化済みの ものあるいは

それに相当す る業界標準を採用 している。従 って これ らが改訂 された場合、本章 も見直

す必要がある。

3 . l  I S D Nパ ケ ッ ト交換を介 した相互接続 プロファイル

3 . 1 . 1  0  S  I t t L A N

I W U 同 士が I S D N パ ケ ット交換サービスを利用 して O  S  I t t L  A N 間相互接続を

行 う場合の接続モデルを図 3 . 1 に示す。但 し接続するL A N の 組合せは任意とする。

なお、本基本ルールでは、 I W U と してルータを対象とする。

L A N L A N

図 3 . l  I S D N パ ケ ッ ト交換を介 した相互接続モデル

I S D N 網 に接続 している I W U 同 士がパケ ッ ト交換モ
ー ドで L A N 間 接続を行 う場

合のプロファイルを図 3 . 2 、図 3 . 3 に示す。但 し、図 3 . 2 は Bチ ャネルを使用す る場合、

図 3 . 3 は Dチ ャネルを使用す る場合を示す。

本プロファイルは」 IS参 考 S 0 1 7 ( V 2 . 0 )ネ ッ トワーク層 中継実装規約 RF .

2 ( C L N P中 継 )ま たは 」 I S参 考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中 継実装規約 RA J

Sに 準拠す る。

LA N側 については、 」 IS参 考 S 0 1 2 ( V 2 . 0 ) L A N下 位層実装規約 TF . 7

1 1 ( C S M A / C D )、 T F . 7 1 2 (ト ークンバ ス)、 T F . 7 1 3 (ト
ークンリ

ング)、 T F . 7 1 4 ( F D D I )ま たは 」 I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層

実装規約 TA 5 1」 ( C S M A / C D )、 T A 5 2 J (ト ークンバ ス)、 T A 5 3 J

(トークンリング)、 T A 5 4」 ( F D D I )を 利用す る。

WA N側 については、 」 IS参 考 S 0 1 1 ( V 2 . 0 ) W A N下 位層実装規約 TF . 5

2 1 1 ( Dチ ャネル)、 T F . 5 2 2 1 ( Bチ ャネル/セ ミ ・パ ーマネ ン ト)、 T F .

5 2 3 1 ( Bチ ャネル/デ マ ン ド)ま たは 」 I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層

実装規約 TA 4 3 1 1 2 J ( Dチ ャネル)、 T A 4 3 2 1 2」 ( Bチ ャネル/セ ミ・

２

　

　

Ｉ

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

- 6 -



パーマネント)、 T A 4 3 3

トコルによるデータ転送チャ

1」 ( B チ ャネル/デ マン ド)を 利用 し、Dチ ャネルプロ

ンネル設定部については特に規定 しない。

データ転送 呼 制御

Bチ ャネル D チ ャネル

L A N

(注 1 ) I S―I Sプ ロ トコルは使用 しない。

(注 2 ) J I S参 考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中継実装規約 R A J

W A N側にも適用 され る。

IS―I Sプ ロ トコルは使用 しない。

JI S参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中継実装規約RA J

W A N側にも適用 され る。

W A N

( I S D Nパ ケ ッ ト交換 )

I S準拠の場合、 I S 0 9 5 4 2  E S―I Sは

( I S D N パ ケ ット交換 )

I S 準拠の場合、 I S 0 9 5 4 2  E S ―I S は

図 3 . 2  1 S D N パ ケ ッ ト交換 プロファイル ( Bチ ャネル)

データ転送 呼 制御
Dチ ャネル Dチ ャネル

L A N W A N

注

注

図 3 . 3  1 S D N パ ケ ッ ト交換 プ ロファイル ( Dチ ャネル )

I S 0 8 4 7 3  C L N P

データ転送

チャネル設定部

I S 0 9 5 4 2  E S―I S

( 注 1 ,  2 )

S N D C F

I S 0 8 2 0 8

( D T E )

IS08802-2  LLCタ イプ 1 I S 0 7 7 7 6

( L A P 3 )

Q .  9 2

( L A P D )

I S 0 8 8 0 2 - 3 , 4 , 5

1 S 0 9 8 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 I . 4 3 0 / 1 . 4 3 1

I S 0 8 4 7 3  C L N P

データ転送

チャネル設定部

I S 0 9 5 4 2  E S―I S

( 注 1 ,  2 )

S N D C F

IS08802-2  LLCタ イプ 1 Q .  9 2
(LAPD)

I S 0 8 8 0 2 - 3 , 4 , 5

1 S 0 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 I . 4 3 0 / 1 . 4 3 1

- 7 -



3 . 1 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

I W U 同 士が I S D N パ ケ ッ ト交換サー ビスを利用 して T C P / 1  P t t L A N 間 相互

接続を行 う場合の接続モデルを図 3 . 4 に示す。但 し接続す る L A N の 組合せは任意 とす

る。

なお、本基本ルールでは、 I W U と してルータを対象 とす る。

L A N L A N

図 3 . 4 I S D N パ ケ ッ ト交換 を介 した相互接続 モデル

I S D N 網 に接続 している I W U 同 士がパケ ッ ト交換モー ドL A N 間 接続を行 う場合

のプロファイルを図 3 . 5 、図 3 . 6 に示す。但 し、図 3 . 5 は Bチ ャネルを使用す る場合、

図 3 . 6 は Dチ ャネルを使用す る場合を示す。

本プロファイルは、 S R I よ り発行 されているR F C . 7 9 1 、 7 9 2 、 8 2 6 、

8 9 4 、 1 8 1 2 、 1 0 4 2 、 1 3 5 6 等 を利用す る。

データ転送 呼 制御

Bチ ャネル Dチ ャネル

W A N

S D Nパ ケ ッ ト交換 )

(注 1)LLCは 使用 しない場合がある。

図 3 . 5  1 S D N パ ケ ッ ト交換 プ ロフ ァイル ( B チ ャネル )

IS08802-3 0SMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

F D D I

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

I S 0 8 2 0 8

( D T E )

L L C (注 1 ) I S 0 7 7 7 6

( L A P B )

I . 4 3 0 / 4 3 1

- 8 -



IS08208

(DTE)

L L C (注 1 ) Q . 9 2

(LAPD)

I . 4 3 0 / 4 3 1

( 注1 ) L L

図 3 . 6

データ転送 呼 制御

Dチ ャネル Dチ ャネル

W A N

(ISDNパ ケ ット交換)

Cは 使用 しない場合がある。

IS D Nパ ケ ッ ト交換 プロファイル (Dチ ャネル)

3 . 2  1 S D N回 線交換を介 した相互接続 プロファイル

3 . 2 . 1  0  S  I t t L  A N

3 . 2 . 1 . l  I S D N に 接続 している I W U 同 士での相互接続

I S D N 網 に接続 している I W U 同 士が I S D N 回 線交換サー ビスを利用 して O S I

系 L A N 間 相互接続を行 う場合の接続モデルを図 3 . 7 に示す。但 し接続す る L A N の 組

合せは任意 とす る。

L A N L A N

図 3.7 1SDN回 線交換を介 した相互接続モデル

IS0880 2 - 3  C S M A / C D

I S 0 8 8 0 2 - 4  トークンバス

IS0880 2 - 5  トータンリング

IS0931 4 - 1 , 2 , 3 , 4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

- 9 -



I S D N網 に接続 している I W U同 士が I S D N回 線交換サ
ー ビスを利用 して O S I

系 L A N間 相互接続を行 う場合のプロ トコルスタックを図 3 . 8に 示す。

I W Uに おいて、 L A N側 および I S D N側 の Bチ ャネル (デ
ータ リンク層、ネ ッ ト

ワーク層 )上 のプロ トコルスタックは 」 I S参 考 S 0 1 7 ( V l . 0 )ネ ッ トワーク層中

継実装規約 R F . 2 2 ( C L N P中 継 )ま たは」 I S参 考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中

継実装規約 R A」  I Sに 準拠す る。

L A N側 については、 」 I S参 考 S 0 1 2 ( V 2 . 0 ) L A N下 位層実装規約 T F . 7

1 1 ( C S M A / C D )、 T F . 7 1 2 (ト ークンバス)、 T F . 7 1 3 (ト
ークンリ

ング)、 T F . 7 1 4 ( F D D I )ま たは J I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層

実装規約 T A 5 1 J ( C S M A / C D )、 T A 5 2 J (ト ークンバ ス)、 T A 5 3」

(トークンリング)、 T A 5 4 J ( F D D I )を 利用す る。

また、W A N側 については」 I S参 考 S 0 1 1 ( V 2 . 0 ) W A N下 位層実装規約 T F .

5 1 1 1 ( Bチ ャネル/デ マ ン ド)、 T F . 5 1 2 1 ( Hチ ャネル/デ マ ン ド)ま たは

J I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層実装規約 T A 4 3 3 1 J ( Bチ ャネル/デ

マ ン ド)、 T A 4 2 2 1」 ( Hチ ャネル)に 準拠 し、 Dチ ャネルプロ トコルによる B

チ ャネル回線設定の制御機能 は特 に規定 しない。

データ転送 呼 制御

Bチ ャネル Dチ ャネル

L A N W A N

( I S D N 回 線交換 )

(注1 ) J I S参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中継実装規約 R A J  I S準拠の場合、 I S 0 8 2 0 8は使用 しない。

(注2 ) I S  I Sプロ トコルは使用 しない。

(注3 ) J I S参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中継実装規約 R A J  I S準拠の場合、 I S 0 9 5 4 2  E S―I SはW A N側

に も適用 される。

図 3 . 8  1 S D N回 線交換 プロファイル

I S 0 8 4 7 3  C L N P

データ転送

チャネル設定部

IS0 9 5 4 2  E S―IS

( 注2 , 3 )

S N D C F

I S 0 8 2 0 8

( D T E ) (注1 )

IS08802-2  LLCタ イプ 1 I S 0 7 7 7 6

( L A P 3 )

Q .  9 2

(LAPD)

I S 0 8 8 0 2 - 3 , 4 , 5

1 S 0 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 I . 4 3 0 / 1 . 4 3 1

-10-



3 . 2 . 1 . 2  1 S D N に 接続 している I W U と パケ ッ ト網に接続 している I W U と の

相互接続

I S D N 網 経由でパケ ッ ト網をc a s e  A 方式でアクセス して相互接続を行 う場合の接続

モデルを図 3 . 9 に示す。但 し接続す る L A N の 組合せは任意 とす る。

L A N

L A N

図 3 . 9  1 S D N回 線交換網およびパケ ッ ト交換網を介 した相互接続モデル

I S D N網 経 由でパケ ッ ト網をc a s e  A方式でアクセス して相互接続を行 う場合のプロ

トコルスタ ックを図 3 . 1 0に 示す。

I S D N側 に接続す る I W Uに おいて、 L A N側 および I S D N側 の Bチ ャネル (

データ リンク層、ネ ッ トワーク層 )上 のプロ トコルスタ ックは J I S参 考 S 0 1 7 ( V

l . 0 )ネ ッ トワーク層 中継実装規約 R F . 2 2 ( C L N P中 継 )ま たは J I S参 考 S 0

1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中 継実装規約 R A」  I Sに 準拠す る。

L A N側 については、 J I S参 考 S 0 1 2 ( V 2 . 0 ) L A N下 位層実装規約 T F . 7

1 1 ( C S M A / C D )、 T F . 7 1 2 (ト ークンバ ス)、 T F . 7 1 3 (ト ークンリ

ング)、 T F . 7 1 4 ( F D D I )ま たは J I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層

実装規約 T A 5 1」 ( C S M A / C D )、 T A 5 2 J (ト ークンバス)、 T A 5 3 J

(トークンリング)、 T A 5 4 J ( F D D I )を 利用す る。

また、 I S D N側 の物理層および Dチ ャネル上のプロ トコルスタックは 」 I S参 考 S

0 1 1 ( V 2 . 0 ) W A N下 位層実装規約 T F . 5 3 1ま たは J I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 .

0 ) O S I下 位層実装規約 T A 1 2 3 1」 に準拠 し、 Dチ ャネルプロ トコルによる B

チャネル回線設定の制御機能は特に規定 しない。

パケ ッ ト網側に接続す る I W Uに おけるプロ トコルスタックは J I S参 考 S 0 1 7

( V l . 0 )ネ ッ トワーク層中継実装規約 R F . 2 2 ( C L N P中 継 )ま たは 」 I S参 考

S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中 継実装規約 R A」  I Sに 準拠す る。

IS08802-3 CSMA/CD

IS88802-4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

- 1 1 -



ア ~

B チ

夕転送  呼 制御

ャネル  D チ ャネル

I S 0 8 4 7 3

データ転送

チャネル設定部

IS0 9 5 4 2  E S―IS

( 注2 , 3 )

S N D C F

IS08802-2 IS07776

(LAP3)

Q .  9 2

(LAPD)

I S 0 8 8 0 2 - 3 , 4 , 5

1 S 0 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 I . 4 3 0 / 1 . 4 3 1

I S 0 8 4 7 3  C L N P

IS09542 ES― IS

S N D C F

IS07776

(LAP3)

IS08802-2

IS08802-3,4,5

1S09314-1,2,3,4X.21/21bis

I S D N回 線交換 ―パケ ッ ト交換

(注1 ) J I S 参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I 中継実装規約 R A J  I S 準拠の場合、 I S 0 8 2 0 8 は使用 しない。

(注2 ) I S  I S プロ トコルは使用 しない。

(注3 ) J I S 参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I 中継実装規約 R A J  I S 準拠の場合、 I S 0 9 5 4 2  E S ―I S はW A N 側

に も適用 され る。

図 3 . 1 0  1 S D N 回 線交換網およびパケット交換網を介 した

相互接続 ( c a s e A ) プロファイル

-12-



3 . 2 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

3 . 2 . 2 . l  I S D N 回 線交換

I S D N 回 線交換網を介 した T C P / 1  P t t L A N 同 士で相互接続を行 う場合の接続

モデルを図3 . H に 示す。但 し接続す る L A N の 組み合わせは任意 とす る。

図3.1l ISDN回 線交換網を介 した相互接続モデル

I S D N 回 線交換網 に接続す る I W U が T C P / 1

プロファイルを図3 . 1 2 に示す。本 プロファイルは S R

7 9 1 、 7 9 2 、 8 2 6 、 8 9 4 、  1 0 4 2 、  1 3 3

用す る。

データ転送  呼 制御

Bチャネル  ‐      Dチャネル

P t t L  A  N間 接続を行 う場合の

Iよ り発行 されているR F C .

2、 1 6 6 1 ( 1 8 1 2等 を利

WAN(ISDN回 線交換網)

(注 1)LLCは 使用 しない場合がある。

図3.12 1SDN回 線交換を介 した相互接続プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

FDDI

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

-13-



3 . 2 . 2 . 2  1 S D N 回 線交換 ( ダイヤルア ップ接続 )

I S D N 回 線交換網を介 した T C P / 1  P t t L  A N 同 士でダイヤルア ップにより相互

接続を行 う場合の接続モデルを図3 . 1 3 に示す。

但 し接続す る L A N の 組み合わせ は任意 とす る。

また L A N と I W U 機 能を有す る E S と の相互接続を行 う場合の接続モデルを図3 . 1 4 に

示す。

図3.13 1SDN回 線交換網を介 したLAN同 士の相互接続モデル

図3 . 1 4  1 S D N回 線交換網を介 した L A Nと I W U機 能を有す る E Sと の相互接続モデル

IS0 8 8 0 2 - 3  C S M A / C D

I S 0 8 8 0 2 - 4  トータンバス

IS0 8 8 0 2 - 5  トータンリング

IS0 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

IWU奉畿育ヒ

を有す る

ES

-14-



I S D N回 線交換網に接続す る I W Uが T C P / 1  P t t L  A N間 接続を行 う場合の

プロファイルを図3 . 1 5に示す。また L A Nと I W U機 能を有す るE Sと の相互接続を

行 う場合のプロファイルを図3 . 1 6に示す。本 プロファイルは S R Iよ り発行 されてい

るR F C .  7 9 1、 7 9 2、 8 2 6、 8 9 4、 9 5 0、  1 0 4 2、  1 3 3 2、  1 3 3

1 6 6 1、 1 8 1 2等 を利用す る。

データ転送  呼 制御

Bチャネル        Dチャネル

WAN(ISDN回 線交換網)

(注 1)LLCは 使用 しない場合がある。

図3 . 1 5  1 W Uの I S D N回 線交換を介 した相互接続 プロファイル

データ転送  呼 制御

Bチャネル        Dチャネル

W A N ( I S D N回 線交換網 )

図3.16 1WU機 能を有するESの ISDN回 線交換を介 した相互接続プロファイル

-15-



3 . 3  専 用線を介 した相互接続プロファイル

3 . 3 . 1  0  S  I t t L  A N

専用線を介 したO  S  I t t L  A N 同士で相互接続を行 う場合の接続モデルを図 3 . 1 7に

示す。但 し接続するL A Nの 組合せは任意とする。

L A N L A N

図 3 . 1 7  専 用線を介 した相互接続モデル

専用線を用いた O  S  I t t L  A N同 士の相互接続のプロ トコルプロファイルを図 3 . 1

8に 示す。 I W Uに おけるプロファイルは、 T T C標 準 」S二 8 8 8 0 - a「 L A Nに

おけるO S Iネ ッ トワークサービスを提供す るためのプロ トコルプロファイル」 ,  J S

- 8 8 8 0 - b「 コネ クシ ョンレス型 L A Nを 専用線を介 して相互接続す るためのプロ

トコルプロファイル」に準拠す る。

L A N W A N

(専用線 )

専用線を介 した相互接続プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802,4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

F D D I

I S 0 8 4 7 3

I S 0 8 4 7 3

A D 3

I S 0 7 7 7

( L A P B )

IS08802-2

I S 0 8 8 0 2 - 3 , 4 , 5

1 S 0 9 3 1 4 - 1 , 2 , 3 , 4 専用線による

図 3.18
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3 . 3 . 2 T C P / 1  P t t L  A N

専用線を介 したT C P / 1  P t t L  A N 同 士で相互接続を行 う場合の接続モデルを図 3 .

1 9 - 1 に 示す。但 し接続するL A Nの 組み合わせは任意とする。

図 3.19-1専 用線を介した相互接続モデル

専用線 に接続 されている I W U 同 士が L

1 9 - 2 に 示す。本プロファイルは S R I

8 2 6 、 8 9 4 、 9 5 0 、  1 0 4 2 、  1 3

用す る。

( 注 1 ) L

A N間 接続を行 う場合のプロファイルを図 3 .

よ り発行 されているR F C . 7 9 1、 7 9 2、

3 2、 1 6 6 1 . 1 6 6 2、 1 8 1 2等 を利

(専用線)

L Cは 使用しない場合がある。

図3 . 1 9 - 2専 用線を介した相互接続プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802・4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

FDDI

IS08802-3 0SMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4
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3 . 4  P S P D Nを 介 した相互接続 プロファイル

3 . 4 . 1  0  S  I t t L  A N

P S P D N を 介 したO  S  I t t L  A N 同士で相互接続を行う場合の接続モデルを図 3 . 2

0に 示す。但 し接続するL A Nの 組合せは任意とする。

L A N L A N

図 3 . 2 0  P S P D Nを 介 した相互接続モデル

P S P D N網 に接続 している I W U同 士が L A N間 接続を行 う場合のプロファイルを

図 3 . 2 1に 示す。

本 プロファイルは、 」 I S参 考 S 0 1 7 ( V 2 . 0 )ネ ッ トワーク層 中継実装規約 R F .

2 2 ( C L N P中 継 )ま たは 」 I S参 考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中 継実装規約 R A J

I Sに 準拠す る。

L A N側 については、 J I S参 考 S 0 1 2 ( V 2 . 0 ) L A N下 位層実装規約 T F . 7

1 1 ( C S M A / C D )、 T F . 7 1 2 (ト ークンバ ス)、 T F . 7 1 3 (ト ークンリ

ング)、 T F . 7 1 4 ( F D D I )ま たは 」 I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層

実装規約 T A 5 1」 ( C S M A / C D )、 T A 5 2 J (ト ークンバス)、 T A 5 3 J

(トークンリング)、 T A 5 4」 ( F D D I )を 利用す る。

W A N側 については、 J I S参 考 S 0 1 1 ( V 2 . 0 ) W A N下 位層実装規約 T F . 1

1 (パ ケ ッ ト交換網 )ま たは J I S参 考 S 0 1 2 ( V 3 . 0 ) O S I下 位層実装規約 T A

l l l l J (パ ケ ッ ト交換網 )を 利用す る。

(注1 ) l S―I Sプ ロ トコルは使用 しない。

(注2 ) J I S参考 S 0 1 7 ( V 3 . 0 ) O S I中継実装規約 R A J

に も適用 され る。

「( P S P D N )

I S 準拠の場合、 I S 0 9 5 4 2  E S ―I S はW A N 側

図 3 . 2 1  P S P D Nを 介 した相互接続プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

F D D I

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

F D D I
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3 . 4 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

P S P D N を 介 したT C P / 1  P t t L  A N 同 士で相互接続を行う場合の接続モデルを

図 3 . 2 2に 示す。但 し接続するL A Nの 組合せは任意とする。

L A N L A N

図 3 . 2 2  P S P D Nを 介 した相互接続モデル

P S P D Nに 接続す る I W Uが L A N間 接続を行 う場合のプロファイルを図 3 . 2 3に

示す。本プロファイルは S R Iよ り発行 されているR F C . 7 9 1、 7 9 2、 8 2 6、

8 9 4、  1 0 4 2、 1 3 5 6、  1 8 1 2等 を利用す る。

L A N W A N ( P S P D N )

(注 1 ) L L Cは 使用 しない場合がある。

図 3 . 2 3  P S P D Nを 介 した相互接続プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

F D D I

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トークンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08208

L L C ( 注 1 )

IS07776

(LAP3)
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3 . 5  フ レーム リレーを介 した相互接続 プロファイル

3.5.l TCP/1 PttL AN

フレーム リレー網を介 したT C P /

デルを図 3 . 2 4 に 示す。但 し接続する

I  P t t L  A N 同士で相互接続を行 う場合の接続モ

L A Nの 組合せは任意とする。

L A N L A N

図 3.24 フレーム リレニ網を介 した相互接続モデル

フ

　

５

　

９

レーム リレー網 に接続す る I

に示す。本 プロファイルは S

4 、 9 5 0 、 1 0 4 2 、 1 4

W Uが L A N間 接続を行 う場合のプロファイルを図 3 .

R Iよ り発行 されているR F C . 7 9 1、 7 9 2、

9 0、 1 8 1 2等 を利用す る。

L A N (フ レ=ム リレー網 )

( 注 1 ) L L C は 使用 しない場合がある。

(注 2 ) R F C - 1 4 9 0 はR F C - 1 2 9 4 にX I D お よびB r i d g e に関す る記述が追加 された ものであ り

R F C - 1 2 9 4 を使用す る場合 もある。

図 3 . 2 5  P S P D Nを 介 した相互接続 プロファイル

IS08802-3 CSMA/CD

IS08802-4 トータンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

IS08802-3 0SMA/CD

IS08802-4 トークンバス

IS08802-5 トータンリング

IS09314-1,2,3,4

L L C (注 1 ) RFC-1490(2主 2)

Q.922(コア)

I.430/431
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第 4章  相 互接続試験の実施方法

4 . 1  概 要     ‐

相互接続試験 は次のフローに従 って実施 される。
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―

ヽ
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相
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に
　
の
　
　
　
　
　
工
　
に
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フ
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で
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間
　
で

Ｉ

Ｎ

ま

　

　

Ｉ

Ｕ

ま

Ａ

層
　
　
　
　
　
　
Ｗ
　
層

Ｌ

　

ク

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

ク

【フェーズ 0 】

|;〕iラ13:;蒼,僣二よ曇曇験〕

フェーズ 1

フェ=ズ,2

フェーズ 3

【フェーズ 3 】

11子発〔」嵩去蜃サ15[ラ誓[重:婚[曇艦曇曇'を)

図 4 . 1  相 互接続試験の実施 フロニ

図 4.2 相 互接続試験の各フェーズ
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I W U 機 能

を有す る

E S

フェーズ 1

7ェーズ 2

フェーズ 3

図 4 . 3  L A Nと I W U機 能を有す るE Sと の相互接続試験の各 フェーズ

フェーズ 0は フェーズ 3を 実施す るためにあ らか じめ E S間 の トランスポー ト層以上

での相互接続性を確認す るものである。方法 と しては、各 E Sを 同一の L A N又 はW A

Nに 接続 し、直接 E S間 で相互接続性を確認す る方法が考え られ る。また、製品によっ

ては既に接続実績があることか ら、不要な場合 も考え られ、実施方法は連絡会内に組織

され る各 グループ内の 自主的な判断によるもの とす る。

フェーズ 1は L A N内 の試験であ り、 I W Uを 所有す る者の責任において実施 され る。

従 って、同一 メーカ製品の場合は不要 となる場合 も考え られる。方法 としては試験用の

ドライバ
ネの利用が有効である。

フェーズ 2は 異 なる I W U間 の試験であ り、基本的に正常系の シーケ ンスをチ ェック

す る。

フェーズ 3は トラ ンスポー ト層以上で相互接続性の確保 されている E S同 士を用いて、

L A N― W A N二 ―L A Nも しくは L A N― W A Nの 状態でアプ リケーシ ョン層 までの相

互接続試験を一気 に実施す る。ただ し、 ト ラ ンスポー ト層以上の試験が済んでいること

か ら、当該 フェーズはネ ッ トワーク層 までの試験を目的 としている。

以下、 4 . 2節 では相互接続試験参加者が事前 に交換すべ き 「事前チェック」項 目につ

いて、また 4 . 3節 では各W A Nに 対応 した相互接続試験の実施手順等 について記述 して

いる。

なお、ここで記述 されていない詳細事項については、連絡会の中で適宜検討 され るこ

ととす る。

*ドライバ :ネ ットワーク層上でダミーデータを送受確認のできるツール
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4 . 2  事 前チェック

4. 2 . 1  プ ロファイルチェック

基本ルールで定めるプロ トコルプロファイルを被試験装置が満足 しているかについて、

事前 に各社 PI C S等 を活用 し、確認す る。

4. 2 . 2  シ ステム環境

相互接続試験で設定予定の システム定数等 について、被試験装置 と して設定可能か、

事前に各社で確認す る。

4. 2 . 3  社 内試験

各製品の品質は、相互接続可能 な レベルになっていることが必要である。

このため事前 に社内でプロ トコル確認試験、性能試験を実施 し、十分な品質 レベルにな

っていることが望 ま しい。

事前の十分な社内試験が行われたか否かは、試験参加者 自身の責任に基づ く判定 によ

る。

4 . 2 . 4  端 末機器審査

機器認定が必要な被試験装置については、 」A T E に 申請 し、機器認定を受けている

こと。
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項  目 内  容

製品の形式 (接続プロファイル)

プロ トコル版数 ( I P )

ア

注

レス (各層の値または形式)

下記の情報を含めること

M A C :ローカル/グローバル形式

OSIネットワーク:Ver1/Ver2

1 P : クラスa , b , c とサプネットの有無

サブア ドレス ( Dチ ャネルの実装 )

回線種別 と通信速度

回線番号、使用チャネル

システム定数

(タイマ値、データ長など)

E S と その ア プ リケー シ ョン

表 4 . 2 . 1  0  S  I t t L  A N及 び T C P / 1  P t t L  A N ( P S P D N )に おける

事前チェック項 目
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項  目 内  容

製品の形式 (接続 プロファイル)

試験時の構成

プロ トコル版数 ( I P )

回線契約内容

注 :下記の情報を含めること
。回線番号
・イ ンタフェース形態及び レイヤ 1

起動種別
・発信者番号通知サー ビス
・ユーザ間情報通知サー ビス

ア

注

ドレス (各層の値または形式)

下記の情報を含めること

M A C :ローカル/グロザル形式

OSI ネットワーク:Ver/Ver2

1 P : クラスa . b . c とサブネットの有無

被試験装置の発呼時の呼制御、情報要素

設定内容

被試験装置の情報要素受信時の処理内容

注 :下記の情報を含めること
0高 位 レイヤ整合性
・低位 レイヤ整合性
・ユーザ ・ユーザ情報

被試験装置の実装調査

注 :下 記の情報を含めること
・認証プロ トコルの有無
・システム定数 ( R F C 1 3 3 2、R F C 1 3 3 4

R F 0 1 6 6 1 )

(タイマ値,カウンタ,オプシ ョン)
・W A N側 コネクシ ョン切断手順

表 4. 2 . 2  1 S D N回 線交換 (ダイヤルア ップ接続 )に おける事前チェック項 目   ・
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表 4 . 2 . 3  T C P / 1  P t t I  S  D N回 線交換接続における事前チェック項 目

項  目 内  容

製品の形式 (接続プロファイル)

試験時の構成 ( T A使 用の有無 )

プロ トコル版数 ( I P )

ア

注

レス (各層の値または形式)

下記の情報を含めること

M A C :ローカル/グローノiル形式

O S I  ネットワーク: V e r / V e r 2

1 P :クラスa . b . cとサブネットの有無

回線契約内容

注 :下記の情報を含めること

・回線番号
・イ ンタフェース形態及び レイヤ 1

起動種別
・発信者番号通知サー ビス

・ユーザ間情報通知サー ビス

被試験装置発呼時の呼制御、情報要素

設定内容

被試験装置の情報要素受信時の処理内容

注 :下記の情報を含めること

・高位 レイヤ整合性
・低位 レイヤ整合性
0ユ ーザ ・ユーザ情報

被試験装置の実装調査

注 :下 記の情報を含めること

0シ ステム定数 ( R F C 1 6 6 1、R F C 1 3 3 2 )

(タイマ値 ,カウンタ,オプシ ョン)

・無通信切断 タイマ

・W A N側 コネクシ ョン切断手順
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項  目 内  容

製品の形式 (接続プロファイル)

試験時の構成 (T A使 用の有無 )

プロ トコル版数 ( I P )

ア

注

ドレス (各層の値または形式)

下記の情報を含めること

M A C :ローカル/グロザル形式

OS I  ネットワーク:V e r / V e r 2

1 P : タラスa . b . c とサプネットの有無

被試験装置の実装調査

注 :下 記の情報を含めること

0シ ステム定数 (R F C 1 6 6 1、R F C 1 3 3 2 )

(タイマ値 ,カウンタ,オプシ ョン)

表 4 . 2 . 4  T C P / 1 P系 専用線接続 における事前チ ェック項 目
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項  目 内  容

製品の形式 (接続 プロファイル)

プロ トコル版数 ( I P )

ア

注

レス (各層の値または形式)

下記の情報を含めること

M A C :ローカル/グローバル形式

I P :クラスa , b , c とサブネットの有無

通信速度

P V C

システム定数

(タイマ値、データ長など)

E S と その ア プ リケー シ ョン

表4.2.5 TCP/1P系 フレームリレー接続における事前チェック項目
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4 = 3  試 験の実施手順等

本節では、各々のW A Nを 介 した相互接続試験における試験項目を O S I系 、 T C P

/ 1  P t t L  A Nの 場合に分けて、フェーズ 1～ 3に ついて規定する。

4 . 3 . l  I S D Nパ ケ ッ ト交換を介 した相互接続試験における試験項 目

4 . 3 . 1 . 1  0  S  I t t L A N

I S D N パ ケ ット交換におけるネットワーク層までの試験は、図 4 . 4 に示す 3つ のフ

ェーズで行われる。

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 3

図 4 . 4  相 互接続試験の各 フェーズ

( 1 ) フ ェーズ 1

フェーズ 1 の 試験は、 I W U の 提供社の責任で実施す るもの とす る。

(A)IS0 8473(CLNP)に 関す る もの

但)項目 1 - l  E R  N P D U送 信

以下のよ うに誤 った DT  N P D Uを 送信 して、正 しいコー ドを持 った

ER  N P D Uが 返送 され ることを確認す る。

・チ三ックサム誤 り

・ア ドレス誤 り

・オプシ ョンフィール ドの誤 り

0そ の他のフィール ドの誤 り

・IW U内 で寿命が尽 きる

OI S D N側 の回線が接続 されていない

I S D N

バケット交換
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DT NPDU

ER NPDU

( 原因 コー ド)

図 4 . 5  項 目 1 - 1 の 試験項 目

( B ) I S 0  9 5 4 2 ( E S ― I S ) に 関す るもの

(叫項 目 1 - 2  コ ンフィギュレーシ ョン機能

・E S H の 送信 ( E S ) と ,受 信 ( I W U )

・I S H の 送信 ( I W U ) と ,受 信 ( E S )

O H T タ イムアウ ト時の処理

・E S C T の 処理

ESH PDU

ISH PDU

図 4 . 6  項 目 1 - 2の 試験項 目

( b l項目 1 - 3  リ ダイ レク ト機能

・R Dの 送信 ( I W U )と ,受 信 ( E S )

・H Tタ イムアウ ト時の処理

0ア ドレスマスクの処理

DT NPDU ■折 り返 し中継

RD PDU

図 4. 7  項 目 1 - 3の 試験項 目
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( C ) L L C副 層 に関す るもの

相互運用性に影響す る項 目についてはネ ッ トワーク層の試験でカバーされ る

ため、 LL C副 層に関 しては特 に試験項 目はない。

(D ) M A C副 層/物 理層に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目についてはネ ッ トワーク層の試験でカバーされ る

MA C副 層/物 理層 に関 しては特 に試験項 目はない。

(2 )フ ェーズ 2

( A )ネ ッ トワーク層 に関す るもの

(a項目 2-l Bチ ャネルパケット交換同士のVC確 立

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

SABME 一

UA ―

SETUP 一

CONN ―

SABM 一

UA―

C R 一 ― →

―  SABME

一―一一―) UA

―  SETUP

一  CONN

―  SABM

―  UA

一  SETUP

―  CONN

D チャネル( S リンク)

D チャネル( S リンク)

Dチャネル(S  リ ンク)

D チャネル( S リンク)

Bチャネル

Bチャネル

Dチャネル (S リ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

( 3チャネル着呼を選択)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル (S リ ンク)

3チャネル

Bチャネル

一

-

一

REL

RELCOMP

C N

C ABチャネル C C

注 1 )上 のシーケンスは例である。

注 2 )上 のシーケンスで、点線は I S D Nの 両側で同期 していることを示す。

それ以外は非同期。

図 4. 8  項 目 2 - 1の 試験項 目

I S D N

バケット交換
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( b )項目 2 - 2  Bチ ャネルパケ ッ ト交換 とDチ ャネルパケ ッ ト交換のV C確 立

( S リ ンク)

( S リ ンク)

( S リ ンク)

( S リ ンク)

Dチャネル   SABME ―

Dチャネル      UA ―

Dチャネル   SETUP 一

Dチャネル    00NN ―

3チャネル    SABM―

3チャネル      UA ―

Bチヤネル  C R一 一一→ 一  SETUP

―  CONN

D チャネル( S リンク)

D チャネル( S リンク)

D チャネル( P リンク)

Dチャネル ( P  リ ンク)

D チャネル( S リンク)

Dチャネル ( S  リ ンク)

( Dチャネル着呼を選択)

Dチャネル(S  リ ンク)

Dチャネル ( S  リ ンク)

D チャネル( P リンク)

D チャネル( P リンク)

-

一

-

一

SABME

UA

SABME

UA

R E L

R E L C O M P

C N

C A

一

-

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― = >

Bチャネル C C

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 している.ことを示す。

それ以外は非 同期。

図 4 . 9  項 目 2 - 2の 試験項 目

I S D N

バケット交換
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( C )項目 2 - 3  Dチ ャネルバケ ッ ト交換 と Bチ ャネルパケ ッ ト交換の V C確 立

( P リンク) D チャネル

( P リンク) D チャネル

(P  リ ンク)  Dチャネル

-

一

-

一

-

一

‐ ― ― ―
一

-

一

-

D チャネル( S リンク)

D チャネル( S リンク)

Dチャネル ( S  リ ンク)

D チャネル( S リンク)

3チャネル

Bチャネル

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

( Bチャネル着呼を選択)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチヤネル( Sリ ンク)

Bチャネル

Bチャネル     ー

1 _ _ _ _ _

( P リンク) D チャネル  C C

SABME

UA

C R

一

-

SABME

UA

SETUP‐

00NN

SABM

UA

SETUP

00NN

REL

RELCOMP

C N

C A

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

それ以外 は非同期。 |

図 4 . 1 0  項 目 2 - 3の 試験項 目

I S D N

パケット交換
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( d )項目 2 - 4  Dチ ャネルパケ ッ ト交換 とDチ ャネルパケ ッ ト交換の VC確 立

( P リンク) D チャネル

( P リンク) D チャネル

( P リンク) D チャネル

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Pリ ンク)

Dチャネル( Pリ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

( Dチャネル着呼を選択)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Sリ ンク)

Dチャネル( Pリ ンク)

Dチャネル( Pリ ンク)

REL

RELCOMP

C N

C A(Pリ ンク)Dチ ャネル  CC

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 の シーケ ンスで、点線は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

それ以外 は非同期。

図 4 . 1 1  項 目 2 - 4の 試験項 目

I S D N

パケット交換
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I S D N

パケット交換

( e ) 項目 2 - 5 V C解 放

Bチャネル    C Q

Bチャネル    C F

Bチャネル    DISC ―

3チャネル      UA ―

) Bチャネル    DISC 一

)  Bチャネル     REL ―

) Bチャネル  RELCOMP一

-

一

C I

C F

D I S C

U A

D チャネル( P リンク)

D チャネル( P リンク)

D チャネル( P リンク)

D チャネル( P リンク)

( S リ ンク

( S リ ンク

( S リ ンク

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

それ以外は非同期。

図 4. 1 2  項 目 2 - 5の 試験項 目

備考 )上 記の うちl a )～( d )について、全てを試験項 目とす る必要 はない。双方の I W U

の実装状況によっていずれかを試験項 目として選択 して もよい。

( B )デ ータ リンク層 に関す るもの

相互運用性に影響す る項 目については、ネ ッ トワーク層の試験でカバーされ

ているため、データ リンク層 に関 しては特 に試験項 目はない。

( C )物 理層に関す るもの

相互運用性に影響す る項 目については、ネ ッ トワーク層の試験でカバーされ

ているため、物理層 に関 しては特に試験項 目はない。
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( 3 ) フ ェーズ 3

( A )ネ ッ トワーク層に関す るもの

( a )項目 3 - l  D T ~ N P D Uの 中継

DT NPDU

図 4. 1 3  項 目 3 - 1の 試験項 目

( b )項目 3 - 2 分割

A社

DT NPDU

図 4 . 1 4  項 目 3 - 2の 試験項 目

注 1 )上 のシーケンスは例である。     ｀  | |   .

注 2 ) D T  N P D Uの 分割はX . 2 5におけるMビ ット分害1転:送手順 とは別である。

例えば、図 4 . 1 4に おいて、 A t t I  W Uは D T  N P D UをX . 2 5のMビ ット分割手順

により適切なX . 2 5パケ ット長に分割 して転送できるので、D T  N P D Uの分割は通

常は行わなくてもよい。

それに対 して B t t I  W Uは 、 B t t L  A  Nの最大データ長がA t t L  A Nの 最大デ

ータ長よりも短い場合に、N T  N P D Uの分割手順を実行する必要がある。

B社

I S D N

パケット交換

I S D N

パケット交換
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( C ) 項目 3 - 3 E R  N P D Uの 中継

DT NPDU

ER NPDU

図 4 . 1 5  項 目 3 - 3の 試験項 目

( B )デ ータ リンク層 に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目については、ネ ッ トワーク層の試験でカバ ーされ

ているため、データリンク層に関 しては特 に試験項 目はない。

( C )物 理層 に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目については、ネ ッ トワーク層の試験でカバ ーされ

ているため、物理層に関 しては特 に試験項 目はない。

I S D N

バケット交換
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4 . 3 . 1 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

T C P / 1  P t t L  A Nの I S D Nパ ケ ッ ト交換におけるネ ッ トワーク層 までの試験は、

図 4 . 1 6に 示す 3つ のフェーズで行われ る。

フェーズ 1

7ェーズ 2

7ェーズ 3

図 4 . 1 6  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験 フェ
ーズ

( 1 ) フ ェーズ 1

( A ) I Pに 関す る試験項 目

・A R P

・I C M Pに よるエ コー ( e c h o / e c h

・I C M Pに よる リダイ レク ト

・I C M Pに よるア ドレスマスク

( B ) M A Cに 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

( 2 ) フ ェーズ 2

4 . 3 . 1 . 1 ( 2 ) と 同一 で あ る。

( 3 ) フ ェーズ 3

1 P に 関す る試験項 目

・ルーテ ィング

・ア ドレッシング

・パケ ッ トのフラグメ ン ト

r e p l y )

I S D N

バケット交換
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4 . 3 . 2  1 S D N回 線交換を介 した相互接続試験 における試験項 目

4 . 3 . 2 . 1 . O  S  I t t L  A N

4 . 3 . 2 . 1 . l  I S D N に 接続 している I W U 同 士での相互接続

I S D N に 接続 している I W U 同 士が I S D N 回 線交換サ
ー ビスを利用 して相互接続

す る場合、ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験 は、図 4 . 1 7 に 示す 3つ のフェ
ーズで行わ

れ る。

フェーズ 1

7 ェーズ 2

フェーズ 3

図 4 . 1 7  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

( 1 ) フ ェーズ 1

4 . 3 . 1 . 1 ( 1 ) と 同一である。

( 2 ) フ ェーズ 2

l a )項目 2 - l  Bチ ャネル上 V Cの 設定

Bチ ャネル上の V Cを 設定できることを確認す る (図 4 . 1 8 )。 この とき、

I W Uは 、発呼側 と着呼側の双方の試験を行 うこと。

Dチャネル

Dチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

SET UP

CONN

SABM

UA

C R

C C

SET UP

CONN

SABM

UA

C N

C A

図 4 . 1 8  項 目 2 - 1の 試験項 目

S D N

回線交換

I S D N

回線交換
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( b ) 項目 2 - 2  B チ ャネル上 V Cの 解放

Bチ ャネル上の V Cを 解放で きることを確認す る (図 4 .

I W U は 、解放側 と被解放側の双方の試験を行 うこと。

1 9 ) 。 このとき、

C I

C F

D I S C

U A

D I S C

R E L

N P D Uの 送受信が行われ ること

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Dチャネル

Dチャネル

C Q

C F

DISC

UA

DISC

REL

図 4.19 項 目 2 - 2の 試験項 目

( 3 )フ ェーズ 3

( a )項目 3 - l  D T― N P D Uの 中継

E S間 (ネ ッ トワーク層 レベル)で D T

を確認す る (図 4 . 2 0 )。

DT NPDU

DT NPDU

図 4 . 2 0  項 目 3 - 1の 試験項 目

S D N

回線交換

S D N

回線交換
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( b ) 項目 3 = 2  分 割  ‐

I W Uが データの分割を正常に行 うことを確認する (図4 . 2 1 ) 。

A 社 B社

DT NPDU

ER NPDU

図 4 . 2 1  項 目 3 - 2の 試験項 目

( C )項目 3 - 3  E R― N P D Uの 中継

E S間 (ネ ッ トワニク層 レベル)で 、 E R

とを確認す る (図 4 . 2 2 )。

N P D Uの 送受信が行われ るこ

ER NPDU

図 4 . 2 2  項 目 3 - 3の 試験項 目

I S D N

回線交換

S D N

回線交換
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4.3.2.1.2 I S D Nに 接続 している

との相互接続試験

I S D N 回 線交換網に接続 している

W Uが 相互接続す る場合、ネ ッ トワー

つの フェーズで行われる。

I W U と パケ ッ ト網に接続 している I W U

I W U と パケ ッ ト交換網に接続 している I

ク層 レベルまでの試験 は図 4 . 2 3 で 示す 3

フェーズ 1

フ ェーズ 2

フ ェーズ 3

I S D N

回線交換

図 4 . 2 3  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

( 1 )  フ ェーズ 1

4 . 3 . 1 . 1 ( 1 ) と 同一である。

( 2 )  フ ェーズ 2

( a )項 目 2 - l  Bチ ャネル上 V Cの 設定

Bチ ャネル上の V Cを 設定で きることを確認す る。 この とき、 I W Uは 、発呼

側 と着呼側の双方の試験を行 うこと (図 4 . 2 4、 図 4 . 2 5 )。

Dチャネル

Dチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

SET UP

CONN

SABM

UA

C R

C C

-

SET UP

CONN

SABM

UA

C N

C A

項 目 2 - 1の 試 験項 目 (発呼側 の場合 )図 4 . 2 4
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図 4.25 項 目 2-1の 試験項目 (着呼側の場合)

( c )項 目 2 - 2  Bチ ャネル上での VCの 解放

Bチ ャネル上の VCを 解放で きることを確認す る。 この とき、 I W Uは 、解放

側 と被解放側の双方の試験を行 うこと (図 4 . 2 6、 図 4 . 2 7 )

Dチャネル

Dチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Dチャネル

Dチャネル

SET UP

CONN

SABM

UA

C N

C A

C Q

C F

D I S C

U A

D I S C

R E L

SET UP

CONN

SABM

UA

C R

C C

C I

C F

D I S C

U A

D I S C

R E L

図 4 . 2 6  項 目 2 - 2の 試験項 目 (解放側の場合 )
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Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Dチャネル

Dチャネル

C I

C F

DISC

UA

DISC

REL

C Q

C F

―   D I S C

‐U A

―   D I S C

一   R E L

図 4 . 2 7  項 目 2 - 2の 試験項 目 (被解放側の場合 )

( 3 ) フ ェーズ 3

( a ) 項 目 3 - l  D T 一 N P D U の 中継

E S間 (ネッ トワーク層 レベル)で D T  N P D U の 送受信が正常 に行われ る

ことを確認す る (図 4 . 2 8 ) 。

DT NPDU

DT NPDU

図 4 . 2 8 項 目 3 , 1の 試験項 目

( b )項 目3 - 2  分 割

I W Uが デ=夕 の分割を正常に行うことを確認する(図 4 . 2 9 )。

D T  N P D U

図 4 . 2 9  項 目 3 - 2の 試験項 目

I S D N

回線交換

I S D N

回線交換

DT NPDU
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( b )項 目 3-3  E R  N P D Uの 中継

ES間 (ネ ッ トワーク層 レベル)で 、 ER

ることを確認す る (図 4.3 0 )。

NPDUの 送受信が正常に行われ

ER NPDU

ER NPDU

図 4 . 3 0 項 目 3 - 3の 試験項 目

4 . 3 . 2 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

4 . 3 . 2 . 2 . l  I S D N 回 線交換

T C P / 1  P t t L A N の I S D N 回 線交換網におけるネットワーク層までの試験

は図 4 . 3 1 に 示す 3つ のフェーズで行われる。

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ3

図 4.31 ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

( 1 ) フ ェーズ 1

( A ) I P に 関する試験項 目

O A R P

・ I C M P

・I C M P に よるエ コー ( e c h o / e c h o

・I C M P に よるア ドレスマスク

( B ) M A C に 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

I S D N

回線交換

S D N

回線交換

-45-
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( 2 ) フェ

( a )

―ズ 2

項 目 2 - 1

発信側

( Sリンク) Dチャネル S A B M E

( Sリンク) Dチャネル     U A

( S リンク) D チャネル S E T U P

( Sリンク)Dチャネル    C A L L P R O C

( S リンク) D チャネル  C O N N

( Sリンク) I )チャネル     C O N N A C K

Bチャネル   S C R ( L C P )

Bチャネル   R C R十( L C P )

Bチャネル  S C A ( L C P )

Bチャネル  R C A ( L C P )

Bチャネル  S C R ( I P C P )

Bチャネル R C R + ( I P C P )

Bチャネル  S C A ( I P C P )

Bチャネル  R C A ( I P C P )

I S D N回 線交換の確立

S A B M E

U A

S E T U P

CALLPR00

C O N N

CONNACK

RCR+(LCP)

SCR (LCP)

SCA (LCP)

RCA (LCP)

RCR+(IPCP)

SCR (IPCP)

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)

着信側

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

図 4 . 3 2  項 目 2 - 1 の 試験項 目

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 のシーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

S D N

回線交換
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I S D N

回線交換

( a )項 目 2 - 2 I S D N回 線交換の開放

開放側

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

( Sリンク) Dチャネル

(Sリンク)Dチャネル

( Sリンク) Dチャネル

被開放側

STR(IPCP)

RTA(IPCP)

STR(LCP)

RTA(LCP)

D I S C

REL

RELCOMP

―一―――――― REL

R T R ( I P C P )

STA (IPCP)

RTR (LC‐P)

STA (LCP)

D I S C

RELCOMP

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Dチャネル(Sリンタ)

Dチャネル(Sリンタ)

Dチャネル(Sリンタ)

図4.33 項 目2-1の 試験項目

注 1 ) 上 の シーケ ンスは例である。

注 2 ) 上 の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

( 3 ) フ ェーズ 3

Pに 関する試験項目

・ルーァィング

・ア ドレシング

・パケ ットのフラグメント
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4 . 3 . 2 . 2 . 2  1 S D N回 線交換 (ダイヤルア ップ接続 )

T C P / 1  P t t L A Nの I S D N回 線交換網におけるネットワーク層までの

L A N同 士の試験は図 4 . 3 4に 示す 3つ のフェーズで行われる。

またL A Nと I W U機 能を有するE Sの 試験は図 4 . 3 5の 3つ のフェーズで行わ

れる。

フェーズ1

7ェーズ2

フェーズ3

図 4 . 3 4  L A N同 士のネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

フェーズ1 -

フェーズ2

フェーズ3 ←

図 4 . 3 5  L A N と I W U 機 能を有す る E Sの ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

( 1 ) フ ェーズ 1

( A ) I P に 関す る試験項 目

・A R P

・I C M P

・I C M P に よるエ コー ( e c h o / e c h o  r e p l y )

・I C M P に よるア ドレスマスク

( B ) M A C に 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

S D N

回線交換

S D N

回線交換

I W U機能

を有す る

ES
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( 2 ) フ 三―ズ 2

( a ) 項 目 2 - l  I W U 同 士の I S D N 回 線交換の確立 1 (認 証プロトコルP A P の場合 )

発信側

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

( アクセスサイト佃1 )

S A B M E

U A

S E T U P

CALLPROC

C O N N

CONNACK

SCR(LCP)

RCR十(LOP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

SAR(PAP)

RAA(PAP)

SCR(IPCP)

RCR十(IPCP)

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

―一―――――― CALLPR00

着信側

S A B M E

U A

S E T U P

(センターln l l )

D チャネル( Sリンタ)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

←――――一―‐‐‐―←一――― CONN

-  00NNACK

R C R + ( L C P )    Bチャネル

SC R ( L C P )    Bチ ャネル

SC A ( L C P )    Bチ ャネル

RC A ( L C P )    Bチ ャネル

RA R ( P A P )    Bチ ャネル

SA A ( P A P )    Bチ ャネル

RC R + ( I P C P )   Bチャネル

SC R ( I P C P )   Bチ ャネル

SC A ( I P C P )   Bチ ャネル

RC A ( I P C P )   Bチ ャネル

図 4 . 3 6 項 目 2 - 1の 試験項 目

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

注 2 )上 の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

S D N

回線交換
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S D N

回線交換

( a ) 項 目 2 - 2 I W U同 士の I S D N回 線交換の確立 1 (認 証プロトコルO H A Pの場合 )

着信側発信側

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

Bチャネル

Bチャネル

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

( アクセスサイト倶1 )

S A B M E

U A

S E T U P

C A L L P R O C

C O N N

00NNACK

SCR(LCP)

RCR+(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

RC(CHAP)

SR(CHAP)

RS(CHAP)

SCR(IPCP)

RCR+(IPCP)

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

00NNACK

RCR+(LCP)

SCR (LCP)

SCA (LCP)

RCA (LCP)

SC  (CHAP)

RR  (CHAP)

SS  (CHAP)

RCR+(IPCP)

SCR (IPCP)

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)

(センター倶1)

Dチャネル( Sリンタ)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル(Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

一    ← ― S A B M E

U A

S E T U P

―一―――一一― CALLPROC

←一一 ― ―‐一‐―←― C O N N

注

注

図 4 . 3 7  項 目 2 - 2 の 試験項 目

上の シーケ ンスは例である。

上の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。
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S D N

回線交換

( a )項 目 2 - 3  1 W U同 士の I S D N回 線交換の確立 2 (認 証プロトコルP A Pの場合 )

発信側

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) 1 )チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( アクセスサイト佃1 )

S A B M E

U A

S E T U P

C A L L P R 0 0

C O N N

00NNACK

SCR(LCP)

RCR+(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

SAR(PAP)

RAA(PAP)

SCR(IPCP)

くアドレス]碧,R〉

RCN(IPCP)

SCR(IPCP)

く害J主当アドレス〉

RCR+(IPCP)

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

←― S A B M E

U A

S E T U P

―一一―――一― CALLPROC

←一 一 一 ― C O N N

CONNACK

RCR+(LCP)

SCR (LCP)

SCA (LCP)

RCA (LCP)

RAR (PAP)

SAA (PAP)

RCR―(IPCP)

SCN (IPCP)

くアドレス割 当〉

(センター債1 )

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル(Sリンク)

Dチャネル( Sリンタ)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

着信側

B チャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

S C R ( I P C P )   B チャネル

く自アドレス送信〉

RCR十(IPCP)

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

一
　

一

ンヽ
　
　

ンヽ

注

注

上の

上の

図 4 . 3 8  項 目 2 - 3の 試験項 目

ケンスは例である。

ケンスで、点線は I S D N の 両側で同期 していることを示す。
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S D N

回線交換

( a ) 項 目 2 - 4 I W U同 士の I S D N回 線交換の確立 2 (認 証/ 0トコルC H A Pの場合 )

発信側

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

(アクセスサイト佃1)

S A B M E

U A

S E T U P

CALLPROC

C O N N

CONNACK

SCR(LCP)

RCR+(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

RC(CHAP)

SR(CHAP)

RS(CHAP)

SCR(IPCP)

くアドレス]薯,R〉

RCN(IPCP)

SCR(IPCP)

く割 当アドレス〉

R C R I ( I P C P )

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

←― S A B M E

(センター狽1 )

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンタ)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

着信側

B チャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

←̈一―――――― CALLPR00

←―― ― ‐‐―‐一 一 C O N N

00NNACK

U A

S E T U P

R C R + ( L C P )      Bチャネル

SC R ( L C P )    Bチ ャネル

SC A ( L C P )    Bチ ャネル

RC A ( L C P )    Bチ ャネル

SC  ( C H A P )   Bチ ャネル

RR  ( C H A P )   Bチ ャネル

SS  ( C H A P )   Bチ ャネル

RC R―( I P C P )     Bチャネル

S C N ( I P C P )  B チャネル

くアドレス害J≧当〉

SCR (IPCP)

〈自アドレス送信〉

R C R + ( I P C P )

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)

ケ
　
ケ

一
　

一

ンヽ
　
シ

１

　
　

２

注

注

上の

上の

図 4 . 3 9  項 目 2 - 4 の 試験項 目

ンスは例である。    ~

ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。
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( a )項 目 2 - 5  1 W U同 士の I S D N回 線交換の開放 (認証プロトコルP A P / C H A Pの場合 )

開放側

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) Dチャネル

( S リンク) D チャネル

(アクセスサイト側 )

STR(IPCP)

RTA(IPCP)

STR(LCP)

RTA(LCP)

D I S C

REL

RELCOMP

被 開放 側

RTR(IPCP)

STA (IPCP)

RTR (LCP)

STA (LCP)

D I S C

REL

RELCOMP

(センターRl l )

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル( Sリンタ)

注 1 ) 上 の シーケ

注 2 ) 上 の シーケ

図 4 . 4 0 項 目 2 - 5の 試験項 目

ンスは例である。

ンスで、点線は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

S D N

回線交換
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( b ) 項 目 2 - 1 I W U 機 能を有す る E S と I W U

( 認証プロト] ルP A P の場合 )

との I S D N回 線交換の確立

発信側

( S リンク) D チャネル

(Sリンク)Dチャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( アクセスサイト倶1 )

S A B M E

U A

S E T U P

CALLPR00

C O N N

CONNACK

SCR(LCP)

RCRI(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

SAR(PAP)

RAA(PAP)

SCR(IPCP)

くアドレス]妻屁R〉

RCN(IPCP)

SCR(IPCP)

く害J≧螢アドレス〉

RCR+(IPCP)

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

着信側

S A B M E

U A

S E T U P

CONNACK

RCR+(LCP)

SCR (LCP)

SCA (LCP)

RCA (LCP)

RAR (PAP)

SAA (PAP)

RCR―(IPCP)

SCN (IPCP)

くアドレス割 当〉

S C R ( I P C P )   Bチヤネル

く自アドレス送信〉

(センター傾1 )

D チャネル( S リンク)

Dチャネル(Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

Dチャネル(Sリンク)

Dチャネル(Sリンク)

Dチャネル( Sリンク)

―――一―一―― CALLPR00

←― ‐‐―一―←一――一 CONN

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

B チャネル

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

R C R + ( I P C P )

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

注

注

図 4 . 4 1  項 目 2 - 1 の 試験項 目

上の シーケ ンスは例である。

上の シーケ ンスで、点線 は I S D N の 両側で同期 していることを示す。

S D N

回線交換

I W U機能を

有す るE S
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S D N

回線交換

I W U 機能を

有するE S

( b )項 目 2 - 2 I W U機 能を有す る E Sと I W Uと の

(認証プロトコルC H A Pの場合 )

I S D N回 線交換の確立

着信側 (センター側)

S A B M E   D チ ャネル( Sリンク)

U A       D チ ャネル( Sリンク)

S E T U P   D チ ャネル( Sリンク)

C A L L P R O C       I )チャネル(Sリンク)

C O N N    D チ ャネル( S リンク)

0 0 N N A C K     D チャネル( Sリンク)

RCR十(LCP)      Bチヤネル

SCR (L C P )      Bチャネル

SC A ( L C P )    Bチ ャネル

RC A ( L C P )    Bチ ャネル

SC  ( C H A P )   Bチ ャネル

RR  ( C H A P )   Bチ ャネル

SS  ( C H A P )   Bチ ャネル

RC R―( I P C P )   Bチ ヤネル

SC N ( I P C P )  Bチ ャネル

くアドレス割当〉

S C R ( I P C P )   B チャネル

く自アドレス送信〉

RC R I ( I P C P )   Bチャネル

SC A ( I P C P )  .  Bチャネル

RC A ( I P C P )   Bチ ャネル

発信側

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( Sリンク) I )チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

(アクセスサイト佃1)

S A B M E

U A

S E T U P

CALLPROC

C O N N

00NNACK

SCR(LCP)

RCR+(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

RC(CHAP)

SR(CHAP)

RS(CHAP)

SCR(IPCP)

くアドレス]妻可t〉

RCN(IPCP)

SCR(IPCP)

く割 当アドレス〉

R C R I ( I P C P )

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

B チャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャ不ル

Bチャ不ル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

注

注

図 4 .‐4 2  項 目 2 - 2の 試験項 目

上の シーケ ンスは例である。

上の シーケ ンスで、点線 は I S D Nの 両側で同期 していることを示す。
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S D N

回線交換

IWU機 育旨を

有す るE S

( b ) 項 目 2 - 3

開放側

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

Bチャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

( S リンク) D チャネル

I W U機 能を有するE Sと I W Uと の

( P P P認証オブションP A P / C H A P の場合)

I S D N回 線交換の開放

(アクセスサイト倶1)

STR(IPCP)

RTA(IPCP)

STR(LCP)

RTA(LCP)

D I S C

REL

RELCOMP

被 開放側

RTR(IPCP)

STA (IPCP)

RTR (LCP)

STA (LCP)

D I S C

REL

RELCOMP

(センター佃1)

Bチャネル

Bチャネル

Bチヤ不ル

Bチャネル

Dチャネル( S リンク)

D チャネル( S リンク)

D チャネル( S リンク)

ることを示す 。

注 1 ) 上 の

注 2 ) 上 の

ケ
　
ケ

一
　

一

ンヽ
　
シ

図 4 . 4 3  項 目 2 - 3 の 試験項 目

ンスは例である。

ンスで、点線はI S D Nの 両側で同期してい

( 3 ) フ ェーズ 3

I P に 関する試験項目

。ルーティング

・ア ドレシング

・パケットのフラグメント
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4 . 3 . 3  専用線を介 した相互接続試験における試験項目

4 . 3 . 3 . 1  0  S  I t t L  A N

専用線に接続 している I W U同 士が相互接続する場合、ネットワーク層 レベルまでの

試験は、図 4 . 4 4で 示す 3つ のフェーズで行われる。

フェーズ

フェーズ

フェーズ

1   ←

2

3  ←

( 1 ) フ ェーズ 1

( a ) 項目 1 - 1

誤 った D T

た E R  N P D

図 4 . 4 4 ネットワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

E R  N P D U 送 信

N P D U を E S か ら送出し、 I W U か ら正しい原因コードを持っ

Uが 送出されることを確認する。 (図4 . 4 5 ) 。

誤 った D T  N P D U

E R  N P D U

( 原因 コー

―‐ 廃棄

ド)

項 目 1 - 1の 試験項 目図 4 . 4 5
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( 2 ) フ ェーズ 2

( a ) 項 目 2 - 1  デ ータリンクの設定

I W U 間 で、データリンクの設定が正常 に行われ ることを確認す る (図 4 . 4 6 ) 。

SABM

UA

図 4 . 4 6  項 目 2 - 1の 試験項 目

( b ) 項 目 2 - 2  デ ータ リンクの解放

I W U 間 で、データ リンクの解放が正常に行われ ることを確認す る (図4 . 4 7 ) 。

この とき、被試験 I W U は 解放側 と被解放側の双方の試験を行 うこと。

D I S C

U A

図 4 . 4 7  項 目 2 - 2の 試験項 目
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( 3 )フ ェーズ 3

( a )項 目 3 - l  D T― N P D Uの 中継

E S間 (ネ ッ トワーク層 レベル)で 、 D T

を確認す る (図 4 . 4 8 )。

N P D Uの 送受信が行われ ること

DT NPDU

図 4 . 4 8  項 目 3 - 1 の 試験項 目

( b ) 項目 3 - 2  分害J

I W U が データの分割を正常 に行え ることを確認す る ( 図 4 . 4 9 ) 。

DT NPDU

図 4 . 4 9  項 目 3 - 2の 試験項 目

( c )項 目 3- 3  E R― N P D Uの 中継

ES間 (ネットワーク層 レベル)で 、 ER

を確認する (図4. 5 0 )。

NPDUの 送受信が行われること

図 4 . 5 0  項 目 3 - 3の 試験項 目

DT NPDU

ER NPDU
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4 . 3 . 3 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

T C P / 1  P t t L A N の 専用線 におけるネ ッ トワーク層 までの試験 は図 4 . 5 1 に

示す 3 つ のフエーズで行われ るも

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ3

図 4 . 5 1  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

(1) フェーズ 1

( A ) I P に 関す る試験項 目

O A R P

・I C M P

O I C M P に よるエ コー ( e C h 6 / e c h o

・I C M P に よるア ドレスマスク

( B ) M A C に 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

r e p l y )
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( 2 ) フ ェァズ 2

( a ) 項 目 2 - 1

( 3 ) フ ェ‐ズ 3

1 P に 関する試験項目

・ルーァィング

・ア ドレシング

,パケ ットのフラグメント

専用線の確立

SCR(LCP)

RCR+(LCP)

SCA(LCP)

RCA(LCP)

SCR(IPCP)

RCR+(IPCP)

SCA(IPCP)

RCA(IPCP)

図 4 . 5 2  項 目 2 - 1の 試験項目

注 1 )上 のシーケンスは例である。

RCR十(LCP)

SCR (LCP)

SCA (LCP)

RCA (LCP)

RCR+(IPCP)

SCR (IPCP)

SCA (IPCP)

RCA (IPCP)
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4 . 3 . 4  P S P D Nを 介 した相互接続試験 における試験項 目

4 . 3 . 4 . 1  0  S  I t t L  A N

P S P D N に おけるネットワーク層までの試験は、図 4 . 5 3 に 示す 3つ のフェ
ー

ズで行われる。

フ ェーズ 1

フ ェーズ 2

フ ェーズ 3

図 4 . 5 3  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェ
ーズ

1 ) フ ェーズ 1

フェーズ 1 の 試験は、 I W U の 提供社の責任で実施す るもの とす る。

( A ) I S 0  8 4 7 3 ( C L N P )に 関す るもの

( a )項 目 1 - l  E R  N P D U送 信 (図 4 . 5 4参 照 )

次のよ うに誤 った D T  N P D Uを 送信 して、正 しい原因 コ
ー ドを持 った E R

N P D Uが 返送 されることを確認す る。

・チェックサム誤 り

・ア ドレス誤 り

・オプシ ョンフィール ドの誤 り

。その他の フィール ドの誤 り

・I W U内 で寿命が尽 きる

・P S P D N側 の回線が接続 されていない

DT NPDU

ER NPDU

( 原因 コニ ド)

廃 棄

図 4 . 5 4  項 目 1 - 1の 試験項 目

P S P D N
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(B)IS0 9542(ES― IS)に 関するもの

( a )項 目 1 - 2  コ ンフィギュレーシ ョン機能 (図 4 . 5 5参 照 )

・E S Hの 送信 ( E S )と 、受信 ( I W U )

・I S Hの 送信 ( I W U )と 、受信 ( E S )

・H Tタ イムアウ ト時の処理

・ES C Tの 処理

ESH PDU

ISH PDU

図 4 . 5 5  項 目 1 - 2の 試験項 目

( b ) 項 目 1 - 3  リ ダイ レク ト機能 (図 4 . 5 6 参 照 )

・R D の 送信 ( I W U ) と 、受信 ( E S )

O H T タ イムアウ ト時の処理

・ア ドレスマスクの処理

DT NPDU

ER NPDU

―一・折 り返 し中継

・‐‐ :

RD PDU

図 4 . 5 6  項 目 1 - 3の 試験項 目

( c ) L L C副 層 に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目についてはネ ッ トワーク層の試験でカバーされ る

ため、 L L C副 層に関 しては特 に試験項 目はないも
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( d ) M A C 副 層 /物 理‐層に関す るもの         | ‐  |  :

相互運用性 に影響す る項 目についてはネ ッ トワ=ク 層の試験でカバ
ーされ る

ため、M . A C 副 層/物 理層 に関 しては特に試験項 目はない6 1

( 2 ) フ ェーズ 2

( A )ネ ッ トワーク層 に関す るもの

( a )項 目 2 - l  V C確 立 (図 4 . 5 7参 照 )

注 1 )上 の シーケ ンスは例で あ る。

図 4 . 5 7  項 目 2 - 1の 試験項 目

( b )項 目 2 - 2  V C解 放 (図 4 . 5 8参 照 )

SABM

UA

C R

C C

C Q

C F

DISC

UA

一

-

-

一

SABM

UA

C N

C A

C I

C F

D I S C

U A

一

-

-

一

注 1 )上 の シーケ ンスは例である。

図 4. 5 8  項 目 2 - 2の 試験項 目

P S P D N

P S P D N
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( B ) デ ータ リンク層に関す るもの

相互運用性に影響す る項 目についてはネ ッ トワーク層の試験でカバ ーされ るため、

データ リンク層に関 しては特 に試験項 目はない。

( C ) 物 理層 に関す るもの

相互運用性に影響す る項 目についてはネ ッ トワーク層の試験でカバ ーされ るため、

物理層 に関 しては特 に試験項 目はない。

( 3 ) フ ェーズ 3

( A )ネ ッ トヮーク層 に関す るもの

(a)項 目 3-l DT NPDUの 中継 (図 4.59参 照 )

DT NPDU

DT NPDU

図 4 . 5 9  項 目 3 - 1の 試験項 目

( b ) 項目 3 - 2 分割 (図 4 . 6 0参 照 )

DT NPDU

図4:60 項 目3-2の 試験項目

P S P D N

P S P D N
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( c ) 項 目 3 - 3 E R  N P D Uの 中継 (図 4 . 6 1参 照 )

EN NPDU

R NPDU

図 4.61 項目 3-3の 試験項目

( B ) デ ータ リンク層に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目についてはネ ッ トワ
ーク層の試験でカバーされ るため、

データ リンク層に関 しては特に試験項 目はない。

( C ) 物 理層 に関す るもの

相互運用性 に影響す る項 目についてはネ ッ トワ
ーク層の試験でカバーされ るため、

物理層に関 しては特に試験項 目はない。

4 . 3 . 4 . 2  T C P / 1  P t t L  A N

T C P / 1  P t t L A N の P S P D N に おけるネットワーク層までの試験は、図 4 .

6 2 に 示す 3 つのフェーズで行われる。

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 3

P S P D N

P S P D N

図 4 . 6 2  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェ
ーズ
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( 1 )フ ェーズ 1

( A ) I Pに 関す るもの

・A R P

・I C M Pに よるエ コー ( e c h o / e c h o

・I C M Pに よる リダイ レク ト

・I C M Pに よるア ドレスマスク

( B ) M A Cに 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

( 2 )フ ェーズ 2

( a )項 目 2 - l  V Cの 設定 (その 1 )

C R

C C

r e p l y )

C N

C A

( b )項 目 2 - 2

図 4 . 6 3  項 目 2 - 1の 試験項 目

V Cの 設定 (その 2 )

C N

C A

C R

C C

図 4. 6 4  項 目 2二 2の 試験項 目

P S P D N

P S P D N
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( c )項 目 2 - 3  デ ータ転送 (その 1 )

DT(echo)

図 4 . 6 5  項 目 2 - 3の 試験項目

( d )項 目 2 - 4  デ ータ転送 (その 2 )

DT(echo reply)

図 4 . 6 6  項 目 2 - 4 の 試験項 目

( e ) 項 目 2 - 5  V C の 解放 (その 1 )

C Q

C F

DT(echo reply)

DT(echo)

C I

C F

図 4 . 6 7  項 目 2 - 5の 試験項 目

P S P D N

P S P D N

P S P D N
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( f )項 目 2 - 6  V Cの 解放 (その 2 )

C I

C F

図 4.68 項 目 2-6の 試験項目

C Q

C F

( 3 ) フ ェーズ 3

1 P に 関す る試験項 目

・ルーティング

・ア ドレシング

・パケ ッ トのフラグメ ン ト

P S P D N
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4 . 3 . 5  フ レーム リレーを介 した相互接続試験における試験項目

4 . 3 . 5 . l  T C P / 1  P t t L  A N

T C P / 1  P t t L  A N の フレームリレー網におけるネットワーク層までの試験は、

図 4 . 6 9に 示す 3つ のフェーズで行われる。

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 3

フ レー ム

リ レー

図 4 . 6 9  ネ ッ トワーク層 レベルまでの試験のフェーズ

( 1 ) フ ェ
ー ズ 1

( A ) I Pに 関す る試験項 目

・A R P

・I C M Pに よるエ コー ( e c h o / e c h o

・I C M Pに よる リダイ レク ト

・I C M Pに よるア ドレスマスク

( B ) M A Cに 関す る試験項 目

(試験項 目はな し)

( 2 )フ ェーズ 2

r e p l y )
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( a )項 目 2 - 1 データ転送 (その 1 )

DT(echo)

( b )項 目 2 - 2

図 4 . 7 0  項 目 2 - 1の 試験項目

データ転送 (その 2 )

DT(echo reply)

DT(echo)

DT(echo reply)

図 4 . 7 1  項 目 2 - 2の 試験項 目

( 3 )フ ェーズ 3

1 Pに 関す る試験項 目

・ルーティング

・ア ドレシング

・パケ ッ トのフラグメン ト

その他試験項 目

・幅鞍制御

・E n d― E n dで の再送制御

に関す る試験 について実施す ることが望 ま しい。

フ レーム

リレー
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第 5章  相 互接続試験の実施体制 と結果の取 り扱 い

5 . 1  相 互接続試験実施連絡会の組織及び運営

( 1 )活 動 目的

「L A N間 相互接続試験実施連絡会」 (以下 「連絡会」 と言 う)は 、 H A T S推 進

会議内の L A N間 接続分科会において策定 された 「L A N間 相互接続試験基本ルー

ル」 (以下 「基本ルール」 と言 う)に 基づ き、相互接続試験を実施す ることを 目的

として設置 され る。

なお、基本ルールは標準化作業の進展等によ り適宜拡充 されることか ら、連絡会

ではこれ らを もとに、 また会員の要望等 に基づ き順次試験対象を拡大 してゆ くもの

とする。

(幼 参 加資格

連絡会は基本ルールに基づ き相互接続試験を実施す る能力があると認め られ る者

(企業、団体等 )で あ り、かつ以下の条件を満足す る者 により構成 される。

①  参 加希望者の責任 において十分な社内試験が終了 している製品を保持 して

いること

②  別 途連絡会において決定 され る参加経費を支払 うことがで きること

従 って、メーカあるいはソフ トハ ウス以外 にユーザ団体等の参加を排除す るもの

ではない。ただ し、ューザ団体等の場合はサプライヤ側のサポー トが伴われ ること

が望ま しい。

なお、審査は連絡会の事務局が行 うこととし、適当でないと認め られる場合には、

または入会後適当でない ことが判明 した場合は、参加を拒否す ることができるもの

とす る。

0 )運 営方法

具体的な運営方法等 は連絡会の中で決定 され るが、原則 として以下のような手順

で相互接続試験を実施 してい く。

・基本ルール内に記述 された試験対象について参加者のグループ化を適宜行 う

・各 グループ内において試験実施のスケ ジュー リングを行 う

。各 グループ内において基本ルールに記述 された試験手順を踏 まえつつ詳細 に

ついて確認を行 う

。試験を実施 し、その結果を各 グループ内で とりまとめ事務局へ報告する

グループの構成方法、 フェーズ 0 ,  3で 実施す る試験の T P層 以上のプロ トコル

プロファイルの選択等 については連絡会において適宜検討す る。

なお、新規参加者等 に対 して も継続的に試験体制を整備す る必要があることか ら、

各 グルニプともある期間に限 り継続的に試験を実施す ることがで きるよう体制整備

す るべ くその方法 (例えば リファレンスマシンの指定等 )に ついて連絡会において

検討す ることが望 まれ る。
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試験方法に関 して、試供製品を一カ所に持ち寄り実施する方法や各々の参加者の

拠点 (社内)か らWA Nを 通 じて実施する方法などが考えられるが、スケジュール、

所要経費、作業効率等を考慮の上、連絡会において判断することが望ましい。

“)作 業部会、幹事、事務局等

連絡会には参加各社の指名する者により構成される作業部会を設け、具体的な検

討はこの場において行うこととする。

なお、作業部会の運営を円滑化する目的から、幹事等の役割分担を適宜行 うこと

が望ましい。

また、連絡会の事務局は通信機械工業会が担当することとし、連絡会の進行を事

務的にサポー トする。

6)参 加経費

連絡会への参加に伴い発生する経費としては①試験経費と②事務運営経費がある。

①については、連絡会の趣旨から考え、原則として参加者各自が負担することと

する。また、各グループ内で共通的に発生 した試験経費については、均等負担する

ことを原則とする。

②について、会議費や印刷費等については実費負担を原則とし、各参加者は参加

費用としてこれを事務局へ納めることとする。具体的な金額は連絡会で定めるもの

とする。

5 . 2  結 果の取 り扱 い

(1 )各 グループか ら提出された試験結果は、事務局で とりまとめ られた後、適宜公開

す ることを原則 とす る。

試験手順、方法、場所、結果などを具体的に残す ことによ り、新規参加者や基本

ルール第 3版 以降の試験の効率化を図 る。

また、分科会の要請があれば報告を行 う。

(2 )相 互接続試験の実施に伴い、基本ルールに対す る要望や見直 しの要求が発生 した

場合 は、分科会に対 して適宜検討を要請す ることができる。

0)相 互接続試験への参加者の要請があれば、デモ ンス トレーシ ョン等の実施 につい

て連絡会内で検討す るもの とす る。
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巻末資料

略語 ・用語集

L A N 間 相互接続試験基本ルール ( 第 3 . 0 版 ) に 用いた略語の正式名称な らびに用語

解説 ( 一部の用語のみ) を 以下に示す。

A

O A F I : A u t h o r i t y  a n d  F o r m a t  l d e n t i f i e r

A m e r i c a n  N a t i o n a l  S t a n d a r d s  l n s t i t u t e , I n c .・A N S I

O A U : A c c

米国規格協会

ess Unit

・プ リッジ Bridge

B

C

・C H A P

O C L N P

Challenge Handshake Authenticatio■ Protocol

O o n n e c t i o ■l e s s  N e t w o r k  P r o t o c o l

・C S M A / C D : C a r r i e r  S e n s e  M u l t i p l e  A c c e s s  w i t h  C o H i s i o■D e t e c t i o n

・コネクシ ョン

2つ 以上のエ ンテ ィティ間に該当 レイヤによつて設定 された関係をいう。

( T T C標 準  J S - 8 8 8 0 - aよ り)

・コネクシ ョン型

コネクシ ョンの設定 された環境におけるデータ伝送をいう。

( T T C標 準  J S - 8 8 8 0 - aよ り)

・コネクシ ョンレス型

データユニ ッ ト間に論理的関係を保持す る必要がな くコネクシ ョンの設定 され

た環境で もないデータ伝送をいう。 ( T T C標 準  J S - 8 8 8 0 - aよ り)

, D S P : D o m a i n  S p e c i f i c  P a r t

・D N I C : D a t a  N e t w o r k  l d e n t i f i c a t l o n  C o d e

・E S : E n d  S y s t e m

・F D D I : F i b e r  D i s t r i b u t e d  D a t a  l n t e r f a c e

F D D Iは I S Oで は I S 0 9 3 1 4 - 1 ,・I S 0 9 3 1 4 - 2 , I S 0 9 3 1 4 - 3 , I S 0 9 3 1 4 - 4として

扱われているが、本文内では 「F D D I」 と称す る。

・F M B S : F r a m e  M o d e  B e a r e r  S e r v i c e

・ FTAM : Flle Transfer,Access and Management

・F T P : F i l o  T r a n s f e r  P r o l o c o l

D
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H

・H D L C : H i g h  t e v e l  D a t a  t i n k  C o n t r o l  P r o c e d u r e s

・ I D I : Initial Domain ldentifier

・ I NTAP : Interoperabllity Tech■ ology Association for lnformatio■

Processing Japan

情報処理相互運用技術協会

・ I P : I n t e r n e t  P r o t o c o l

・I S D N : I n t e g r a t e d  S e r v i c e s  D i g i t a l  N e t w o r k

サ ー ビス総合デ ィジタル網

・ I S O  : I n t e r n a t i o n a 1  0 r g a n i z a t i O n  f o r  S t a n d a r d i Z a t i o■

国際標準化機構

・ I S  P  :  I n t e r n a t i o n a l  S t a n d a r d i z e d  P r o f i l e

国際標準プロファイル

・ IWU : Interworking Unit

L A N 、 L A N 間 または L A N 、 W A N 間 を相互接続す る網間接続装置をい

う。            ( T T C 標 準  」 S - 8 8 8 0 - a よ り)

・ 」ATE : Japan Approvals lnstitute fo「  Telecommunications Equipment

O 電 気通信端末機器審査協会

・LA N : L o c a l  A r e a  N e t w o r k

利用者設備のデータステーシ ョン間で (ス トアア ン ドフォワー ド技術を用い

ず )シ リアルにかつ直接にデータ通信を行 う私設データネ ッ トワークをいう

( T T C標 準  J S - 8 8 8 0 - aよ り)

・L A P B : L i n k  A c c e s s  P r o c e d u r e  B a l a n c e d

・ LAPD : Link Access Procedure on the D―channel

・L L C Logical link Control

L A Nに おいてM A Cサ ブ レイヤのサー ビスを用 いて、伝送媒体 に依存 しな

いデータ リンク機能をネ ッ トワーク層に提供す るレイヤ 2サ ブ レイヤをいう

( T T C標 準  J S‐ 8 8 8 0 - aよ り)

・LS S

M

O M A C

・M H S

L S A P サ フィ ックス

Medium Access Control

Message Handling System

N

O N S A P : N e t w o r k  S e r v i c e  A c c e s s  P o i n t

O N S S : N S A P サ フィ ックス
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0

・ OS I : Open Systems lnterco■nection

開放型 システム間相互接続

第 7 層

第 6 層

第 5 層

第 4 層

第 3 層

第 2 層

本基本ルールでは O S I参 照モデル各階層を以下の とお り称す る。

アプ リケーシ ョン層

プ レゼ ンテーシ ョン層

セ ッシ ョン層

トランスポー ト層

ネ ッ トワーク層

データ リンク層

L L C 副 層

M A C 副 層

物理層

S

T

第 1 層

O P A P : P a s s w o r d  A u t h e n t i c a t i o n  P r o t o c o l

・P I A : P h y s i c a l  l n t e r f a c e  A d d r e s s

・ P I CS : Protocol lmplementation Conformance Statement

O P P P : P o i n t  t o  P o i n t  P r o t o c o l    ‐

O PSPDN :Packet Switched Public Data Network

パ ケ ッ ト交換公衆 デ ー タ網

・ PS I : Primary Subnetwork ldentifier

・P V C : P e r m a n e n t  V i r t u a l  C i r c u i t

・リモ ー トブ リッジ : R e m o t e  B r i d g e

・リピー タ : R e p e a t e r

・R F C : R e q u e s t  f o r  O o m l n e n t s

・ル ー タ : R o u t e r

ネ ッ トワー ク層 によ る相互接続装 置

O SNDCF : Subnetwork Dependent Co■ vergence Function

・S R I  : S t a n f o r d  R e s e a r c h  l n s t i t u t e

・T C P / 1 P : T r a n s m i s s i o n  O o n t r o l  P r o t o c o 1 / 1 n t e r n e t  P r o t o c o l

・T E L N E T : T e l e c o m m u n i c a t i o n s  N e t w o r k

・T T C : T h e  T e l e c o l l l l l l u n i C a t i o■T e c h n o l o g y  C o m m i t t e e

田電信電話技術委員会
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・V C : V i r t u a l  C a H

OWAN : Wide Area Network

広 域 網
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T C P / 1  P t t L A N実 施要領編

( 第 2 . 0 版)

( 1 ) P S P D N

( a  I S D N回 線交換

( 3 1  1 S D N回 線交換 (ダイヤルア ップ接続 )

に)専 用線

( 5 )フ レーム リレー
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第 1章  本 書の位置付け

本書は、 「基本ルール編 (第 3 . 0版 )、 (以下、基本ルール編という。)」 に基づき

T C P / 1  P t t L  A Nに おいて、W A Nを 介 した I W U間 と、 I W U機 能を有するE Sと

I W U間 の相互接続試験を実施するための要領書であり、その具体的な試験環境、試験実

施手順等について規定 している。

第 2章  相 互接続試験の実施方法

2.1 相 互接続試験におけるRequest For Comment(RFC)の取扱い

I n t e r n e t  A r c h i t e c t u r e  3 o a r d ( I A B ) は公式プロ トコル リス

S T A N D A R D S ) を一定期間毎に発行 してお り、その中では各プロ

の様 に示 されている。

(IA3 0FFICIAL PROT000L

コルのステータスが下記

RF C 1 9 2 0よ り

( " X " 印の数は属す るプロ トコ

コルの数の割合を示 している)

ト

　

ト

プロ トコルのステータスは 2つ の独立 した分類が されている。 1つ は標準化 ランクと

しての
" s t a n d a r d " , " d r a f t  s t a n d a r d " , " p r o p o s e d  s t a n d a r d " , " e x p e r i m e n t a l " ,

" h i s t o r i c " で
あ り、 もう一つは実装要件 としての

" r e q u i r e d " , " r e c o m m e n d e d " ,

" e l e c t i v e " , " H m i t e d  u s e " , " ■
o t  r e c o m m e n d e d " である。

また、各 R F C の 中には、M U S T 、S H O U L D 、M A Y 等 の言葉を用 いて さらに細かな項 目別

の実装条件が示 された りしている。

ここでは、試験の前提であ るL A N 、 回線、T C P / 1 P 等の条件 に関連す  る
" s t a n d a r d "

でかつ
" r e q u i r e d " , " r e c o m m e n d e d " , " e l e c t i v e " に

位置づけ られ るR F C を 試験対象 とす

る。

S T A T U S

R e q    R e c    E l e    L i m    N o t

X XXX XXX

X X XXX

X XXX X

X XXX X

XXX

将来的には、上記で実施でき

する。

なか った R F C及 び項 目について も対象を拡げることと

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｔ

Ｅ

S t d

Draft

Prop

Expr

Hist
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2 . 2

2.

P S P D N を 介 した相互接続

1  相 互接続試験の対象

本相互接続試験 (以降本試験という)で 対象とするW A N 、 L A N を 下記に示

す。

L A N と して、E t h e r n e t 、W A N と して P S P D N ( パ ケ ット交換)を 対象と

する。

2 . 2 . 1 . 1  相 互接続試験構成

P S P D N

パケ ッ ト交換

図 2. 2 . 1  試 験構成

2 . 2 . 2  相 互接続試験参加の前提条件

本試験実施前 に自社 I W U 、 試験用 E Sに ついて以下の条件を満た している

こと。

( 1 ) 本 試験 に必要な機能をサポー トしているE Sを 使用す ること。

( 2 ) E S ～ I W U 間 の試験及び表 2 . 2 . 2 ( 試 験確認項 目一覧 )に おいて前提条

件 になっている項 目の試験が終了 していること。

( 3 ) 試 験対象 W A N で の接続試験が終了 していること。

2 . 2 . 2 . 1  本試験適用 R F Cと 試験確認項目一覧

表 2 . 2 . 1、2 . 2 . 2参照

2 . 2 . 3  試 験実施方法

各社機器総当た りとす る。

L A N

アナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU

- 2 -



2 . 2 . 4  実 施項 目

2 . 2 . 4 . l  E S～ I W U試 験 (「基本ルール編」の フェーズ 1に 相当)

E S～ I W U間 の試験 に関 しては試験実施前に各社の責任 において実施す る

2. 2 . 4 . 2  E S間 ( I W U間 含む )の 試験 (「基本ルール編」のフェーズ 2及 び

3に 相当)

( 1 ) E Sア プ リケーシ ョンと して pi n g、 f t pを 使用す る。

(2 ) I Pア ドレスはクラス Bを 使用 し、マスクは25 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0を使用す る。

3)経 路制御にはスタティック ・ルーテ ィングを使用す る。

2. 2 . 4 . 2 . l  p i n g試 験

( 1 ) p i n gを 使用 して、 ES間 で I C M P  e c h o  r e q u e s t / r e p l yの応答が正常

に行われ ることを確認す る。

12 ) C Rパ ケ ッ トの コ=ル ユーザーデータの第 1オ クテ ッ トが CC ( H E

X )で  あ ることをW A Nア ナライザで確認す る。

G) V Cの 解放が (「基本ルール編」通 りに)正 常 に行われ ることをWA N

アナライザで確認す る。

に)上 記( 1 )～6 )の正常終了を もって、 「基本ルール編」におけるフェーズ 2

の確認 とす る。

2. 2 . 4 . 2 . 2  f t p試 験

( 1 ) f t pに より相手先にログイ ンで きることを確認す る。

12 ) g e tコ マ ン ドで相手 ESよ リテス トデータファイルをバイナ リー受信

し、正常終了す ることを確認す る。

13 )転 送 したファイルの内容 と手元にあるオ リジナルのテス トデータファイ

ルの内容が同 じであることを確認す る。

( 4 )  b y e コ マンドによって f t p ( T C P ) コ ネクションを切っても、

X . 2 5の V Cは 切断されないことをW A Nア ナライザで確認する。

( 5 )相手 E Sに 対 し、 g e tコ マンドを実行中に自社の E S～ I W U間 でフ

ロー制御が必要になるかどうかを L A Nア ナライザで確認する。

(フロー制御が必要な場合は I W Uが I C M P  s o u r c e  q u e n c h を送出する。)

また 2社 間で t f t pに よる試験が可能な場合、同様に確認する。

- 3 -



( 6 ) I Pパ ケ ッ トが I W Uを 通過す るときに、 T T Lフ ィ
ール ドの値が

1減 じられ ることをW A N、 L A Nア ナライザによ り確認す る。

仔) X . 2 5上 での フラグメン トが行われている場合、正常であるか どうか

をW A Nア ナライザで確認す る。

は) E t h e r n e t上 でのフラグメン トが行われている場合、正常であるか どうか

を L A Nア ナライザで確認す る。

2 . 2 . 4 . 2 . 3  f t p試 験 (異常系 )

f t pで g e tコ マ ン ドによるテス トデ
ータファイル転送中に、

・D S U電 源断→ D S U電 源再投入

を実施 し、

( 1 ) g e tコ マ ン ドが正常終了す る。

9 )転 送 したファイル内容が正常である。

ことを確認す る。 (但 しD S U電 源再投入後 に網側が復旧す ることが条件

である)

注 :・ D S U電 源断→再投入の時間は、試験 2社 間で T C Pコ ネクシ ョンが切

れないように調整 し、試験結果に記入す る。

・テス トデータファイルの内容、配布方法 については試験実施前 に参加各

社間で決定 し試験結果に添付す る (ファイルの継続的な配布 については

別途検討 )。

2 . 2 . 4 . 2 . 4  試験時の機器設定

試験時のW A N、 L A N、 E Sの 設定を表 2 . 2 . 3に示す。

2 . 2 . 5  実 施手順

表 2 . 2 . 4 のチ ェックシー トに従い実施 し、結果を記入す る。

2 . 2 . 6  試験結果の取 りまとめ

各社で記入 したチ ェックシー トを相互接続試験実施機関で取 りまとめる。
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本試験で行 うR F Cの ステータスと試験対象を以下 に示す。

表 2 . 2 . 1 :試 験適用 R F Cス テータスー覧

今回試験確認を行 う項 目.………

今回試験確認を行わない項 目.…

〇

　

一

RFC NO. 項 目 I A B ス テ ー タス

( R F C 1 9 2 0 によ る)

試験対象 備 考

7 9 1 Standard/Required ○

7 9 2 ICMP Standard/Req」ired ○

8 2 6 ARP Standard/Elective ○

1 3 5 6 IP on X.25 Standard/Elective ○

8 9 4 IP o■ Ethernet Standard/Elective ○

9 1 9 IP Broadcast in Subnet Standard/Required

9 2 2 IP Broadcast in Subnet Standard/Required

9 5 0 Subnets Standard/Required ○

1 8 1 2

Gateway Reqllirements Standard/Required 参 考

G a t e w a y 全般 に

ついてサポー ト

すべきR F C を

記述 した ものな

ので参考 とした

1 0 4 2 IP on IEEE802Net Standard/Elective
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表 2 . 2 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 1 / 5 )

フェーズ 1に て確認 または前提条件 となるもの。……

今回の相互接続試験時に確認を行 うもの。……………

今回の相互接続試験時に確認を行わない もの.………

□

○

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックシートでの

該当試験項番

備 考

1 I Pヘ ッダバージョン □ Ver.4で ある

2 イ ンターネ ッ ト0ヘ ッダ長 □ 2 0オ タテット

3 サ

ー

ビ

ス

タ

イ

プ

データグラム優先度

E S 側 がT O S

をサポー トす

るようになっ

た時に検討。

低遅延指定

高スループ ッ ト指定

高信頼性指定

4 データグラム全長 □

分割データグラム再構成用識別 ○

分割制御 フラグ ○ 1 2

フラグメント・オフセット ○

データグラム生存時間 ○

プロ トコル番号 □

ヘ ッダ ・チェックサム □

1 1 オ プ シ ョン

コピー制御 フラグ

セキュ リティ指定

ソース・ルート指定 (L o o s e / S t r i c t )

ルー ト記録指定

タイムスタンプ機能

試験確認項 目の分類 :

- 6 -



表 2 . 2 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 2 / 5 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックシートでの

該当試験項番

備 考

792 1 T y p o  O :  エ コー応答 □

T

y

p

e

3

宛

先

到

着

不

能

OodeO:ネットワーク到着不能

O o d e l :ホス ト到着不能

O o d e 2 :プロ トコル到着不能

O o d e 3 : ポー ト到着不能

O o d e 4 : 分割不可指定のため

至1着不能 (到着 |こは`δ害Jが

必要)

O o d e 5 :ソース・ルート実行不能

T y p e  4 :発信元抑制 ○ 8、  9

T

y

p

e

5

ル

ー

ト

変

更

O o d o O : 指定 されたネ ッ トワ
ークヘのルー ト変更

O o d e l :指定 されたホス トヘ

のルー ト変更

O o d e 2 :指定 されたサービスタイプ

とネットワークヘのルート変更

O o d e 3 :指定 されたサギスタイプ

とホストヘのルート変更

5 T y p e  8 :エコー要求 □

- 7 -



表 2 . 2 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 3 / 5 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックシートでの

該当試験項番

備 考

792 T

y時

p間

e切

Hれ

O o d e O : T T L が 0 と な っ

た

C o d e l :分割 されたデータグラム

が一定時間以内に再構

築 されなか った

Type12:パ ラメータ誤 り

T y p e 1 3 :タ イムスタンプ要求

Ty p e 1 4 :タ イムスタンプ応答

T y p e 1 5 :インフォメーション要求

Type16: インフォメーソョン J芯'事

T y p e 1 7 : アドレスマスク要求

T y p e 1 8 : アドレスマスク応答
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表 2 . 2 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 4 / 5 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックシートでの

該当試験項番

備 考

826 1 M A Cア ドレスと IPア ドレス

のマッピングにはARPを 使用

する

□

1356 1 C R ( 発 呼要求 )パ ケ ッ トのコ

ールユーザー ・データフィール

ドの第 l  o c t e t 目はH e x C C

○ 2

I P デ ータグラムが複数のX . 2 5

データバケットに分割 され る場合、M ―

b i t の みO N とし、余分 なヘ ッダ

あるいはデータはつけない

1  1

P a c k e t  S i z o  N e g o t i a t i o n を使

用 しない時のX . 2 5 上での転送 し

うる最大 I Pデータグラムのサイズは

5 7 6 o c t e t s 。ただ し、P a c k e t

S i z o  N e g o t i a t i o n を使用す る場

合はこの限 りではない

□ すべての試験

M T U は 予め

576 オクテット |こ

設定す る

4 データグラムを転送中、 V C が

切断または リセ ッ トされた場合

そのデータグラムは失 う

T C Pコ ネクションに対応 して

X . 2 5 V  Cを確立/解 放するもの

ではない

○

6 D― b i t、 割 り込みパケット

は使用 しない

7 Packet Size NegOtiation,

W i o n d o w  S i z e  N e g o t i a t i o n を使

用 して もよい

8 1 サ イ トに対 して複数のV Cを

確立 してもよい

- 9 -



表 2 . 2 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 5 / 5 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックシートでの

該当試験項番

備 考

1 Ethernet`DType Fieldは08-00

である

□

2 E t h e r n e t の最小 フレームサイズ

は4 6オクテットで、 これに満たない

場合 はパデ ィングを入れ ること

□

E t h e r n e t 上で転送 しうる最大 フ

レームサイズは1 5 0 0 オクテットであ

る

□

4 M A C  A d d r e s s  とI P  A d d r e s sのマ

ッピングにはA R P を 用いる

□

IP Broadcast Addressは

Ethernet Broadcast Addresslこ

マ ッピングされるべきである

□

9 1 9

9 2 2

I P同 報 (ローカル)

I P同 報 (リモー ト)

4 I P同 報 (サ ブネ ッ ト)

5 I P 同 報 (オ ールネ ッ ト)

1 可変長

2 固定長

3 可変長 ( S e l f―e n c O d i n g )

4 固定長 ( S e l f―e n c o d i n g )

マスクビット (ア ドレスマスク ○ すべての試験 接続試験時に

マスクビッ ト

を使用す る。

ICMP(ア ドレスマスク)

-10-



―

【
【
―

表 2 . 2 . 3 : 試 験時の機器設定 ( 1 / 2 )

・参加各社 D D X ― P加 入条件 (パラメータ)

Dビ ッ ト修飾 は使用 しない。 ( R F C 1 3 5 6 よ り)

・I W U の パ ラメータ

1 .各 社の D D X ― Pの パ ラメータを考慮 し、試験時はW A N 側 の設定を 「パケ ッ トサイズ 1  2  8  b y t e s 、ウイ ン ドサイズ 2」 とす る。
2 . D D X ― Pの 加入条件で フロー制御ネゴシェ ーシ ョンを 「可」に している会社 は、ルータ側 にも設定す る。
3 . V C 解 放のアイ ドルタイマーを 6 0秒 に設定す る。
4 . W A N 側 のM T U を 5 7 6 オ クテ ッ トとす る。 ( R F C 1 3 5 6 よ り)
5 。 ルーテ ィングはスタテ ィックを用 いる。

・E Sの 設定
1 .本 試験用 に、任意のアカウン トを準備 し、参加各社で事前にパスワー ドを決めてお く。
2 .ル ーテ ィングはスタテ ィックを用 いる。

D D X ― P設 定

回線速度

最大パケ ッ ト

スループット・クラス

スルーブット0ネゴ

DTEファシリティ

フロー制御ネゴ

ファスト・セレクト

Dあ 卜修飾



―

に

―

表 2 . 2 . 3 :試 験時の機器設定 ( 2 / 2 )

会 社  名 I W U名 I W U : I P ア ドレス

(Mask:255.255.255,0)
D D X ― P ア ドレス

時

Ｓ験胆
試

使 担当者名 担当者所属、電話番号、 F A X番 号

IWU―WAN

IWU―LAN

ES
DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES

DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES

DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES

DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES
DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES

DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES

DDX

IWU―WAN

IWU―LAN

ES
DDX



表 2 . 2 . 4 : L A N間 相互接続試験チ ェックシー ト ( 1 / 2 )
会社名 : I W U名 :

―

〓

―

試験項 目 項 番 判 定 項 目 |千幕jL
結 果 言己 入 欄 (判定項 目欄 に指定がなければO  o r×を記入 )

n g試 験 1 相手先 ESが a l i v eに なる。

2 C R パ ケ ットのユーザーコールデータの第 1
オクテ ットが C C ( H E X ) で ある。

3 V C の 解放が正常に行われ る。
結果 : O  o r ×で記入 し、○の場合は切断 したの

か、切断 されたのかを併記す る。

ft p試 験 4 相手先にログイン可能。

5 g e tコ マ ン ド (フ ァイル転送 )が 正常終了。

転送 したファイルの内容が正常。

7 ヨンヽカ／
　　ｏ

不ヽ
い

コ
な

＞

れ
ｐ
切
Ｃ
は

ｔ
Ｃ

＜

Ｖ
ｐ
の

ｔ

５

で
　
・

ド

Ｘ

ン

も

マ

て

コ
　
つ

ｅ
切
ｙ
を
ｂ

ン

g e tコ マンド実行中に、自社側 I W Uに よる
I C M P  s o u r c e  q u e n c hの送出を確認する。
結果 :確認 した場合は○を記入、確認されない
場合は斜線をいれる。

項番 8を t f t pを 使用 して確認する。
(記入は、試験 2社 間で実施できる場合のみと
する。)
結果 :確認 した場合は○を記入、確認されない
場合は斜線をいれる。



表 2 . 2 . 4 : L A N間 相互接続試験 チェックシー ト ( 2 / 2 )
会社名 : I W U 名 :

―

エ

ー

試験項 目 項 番 半J 定 項 目
   |¥早u名

結 果 言己 入 欄 (判定項 目欄 に指定がなければO  o r×を記入 )

f t p試 験 I P パ ケ ットが I W U を 通過するときにT T L
の値が 1 減 じられる。

I Pパ ケ ッ トが複数の X . 2 5パ ケ ッ トに分割
され る場合、M― b i tの み O Nで 、余分なヘ

ッダ、データがついていない。
結果 :分 割が行われ る場合はO  o r×を記入。
分割が行われない場合は斜線を記入。

I Pフ ラグメントが正常に行われている。
結果 :フ ラグメントが行われる場合はO  o r×を
記入、行われない場合は斜線を記入。

p異 常系
試験

1 3 ｅ
果
ｇ
結

t コマ ン ド (ファイル転送 )が 正常終了。
網側が復旧 した場合はO  o r ×、復旧 しな
い場合は斜線を記入。

転送 したファイルの内容が正常。
結果 :網 側が復 旧 した場合はO  o r×、復旧 しな
い場合 は斜線を記入。



2 . 3  1 S D N回 線交換を介 した相互接続

2 . 3 . l  I S D N回 線交換

2 . 3 . 1 . 1  相 互接続試験の対象

本相互接続試験 (以後、本試験 という)で 対象 とす るW A N、 L A Nを 下記に示す。

L A Nと して E t h e r n e t、 w A Nと して I S D N (回 線交換 )を 対象 とす る。

2 . 3 . 1 . 1 . 1  相互接続試験構成

JT―I.430/431

インタフェース 回線アナ

ライザ

被試験

IWU

Ethernet

LANアナライザ

E S

図 2 . 3 . 1  試 験構成

2 . 3 . 1 . 2  相互接続試験参加の前提条件

本試験実施前に被試験 I W U 、 試験用 E Sに ついて以下の条件を満た していること。

( 1 ) 本 試験 に必要な機能をサポニ トしてぃる E Sを 使用す ること。

( 2 ) E S ～ I W U 間 の試験及び表 2 . 3 . 3 ( 試 験確認項 目一覧 )に おいて前提条件 となっている

項 目の試験が終了 していること。

0 )試 験対象W A N で の接続試験が終了 していること。

2 . 3 . 1 . 2 . 1  本試験適用 T T C 標 準 と試験確認項 目一覧

表 2 . 3 . 1参照

2 . 3 . 1 . 2 . 2  本試験適用 R F Cと 試験確認項 目一覧

表 2 . 3 . 2、表 2 . 3 . 3参照

3 . 1 . 3  試 験実施方法

各社総当た りとす る。

Ｉ

Ｓ

Ｄ

Ｎ

　

回

線

交

換

LANアナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU
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2 . 3 . 1 . 4  実施項 目

2 . 3 . 1 . 4 . l  E S ～ I W U 試 験

。E S～ I W U 間 の試験に関 しては試験実施前に各社の責任において実施す る。

2 . 3 . 1 . 4 . 2  E S 間 ( I W U 間 含む)の 試験

( 1 ) E S ア プ リケーシ ョンとして p i n g ( I C M P  e c h o  r e q u e s t / r e p l y ) を使用す る。

0 ) I P ア ドレスはクラス Bを 使用 し、サブネ ッ ト・マスクは2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0 を使す る。

用す る  6 ) 経 路制御 にはスタティック 0ル ーティングを使用す る。

2 . 3 . 1 . 4 . 2 . l  p i n g試 験

p i n gを 使用 して、 E S間 で I C M P  e c h o  r e q u e s t (要求)に 対 してI C M P  e c h o  r e p l y

(応答)が あることを①～③の要領で確認する。

( 1 ) P i n g要 求 (発呼)は 、自局 E Sよ り相手局 E Sに 対 して P i n gを 発行

することを示す。

(幼 P i n g応 答 (着呼)は 、相手局 E Sよ り自局 E Sに 対 して P i n gを 発行

することを示す。

( 0  切 断は、自局 I W Uの 無通信切断タイマにより回線切断するものとし、着呼

時の無通信切断ができない場合は試験 しないものとする。

( 0  被 切断は、相手局 I W Uの 無通信切断タイマにより回線切断されるものとし

相手局で着呼時の無通信切断ができない場合は試験 しないものとする。

①  P i n g要 求 (発呼)→ 切断  → P i n g要 求 (発呼)

②  P i n g要 求 (発呼)― 〉切断  → P i n g応 答 (着呼)

③  P i n g応 答 (着呼)  〉 切断  L〉 P i n g要 求 (発呼)

④ P i n g応 答 (着呼)→ 切断  ― 〉P i n g応 答 (着呼)

⑤ P i n g要 求 (発呼)→ 被切断 ―〉P i n g要 求 (発呼)

⑥ P i n g要 求 (発呼)― 〉被切断 ―〉P i n g応 答 (着呼)

⑦ P i n g応 答 (着呼)→ 被切断 ―〉P i n g要 求 (発呼)

③ P i n g応 答 (着呼)→ 被切断 ―〉P i n g応 答 (着呼)

2 . 3 . 1 . 4 . 2 . 2  試験時の機器設定

試験実施時のW A N、 L A N、 E S、 I W Uに 関する設定を表2 . 3 . 4～

2 . 3 . 7に示す。
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2 . 3 . 1 . 5  実施手順

表 2 . 3 . 8 の試験項 目内容及びチェックシー トに従い実施 し、結果を記入す る。

本試験で行 うTT C標 準 と試験対象を表 2. 3 . 1に示す。

今回試験確認を行 う項 目 .………○

今回試験確認を行わない項 目 .…一

2 . 3 . 1 . 6  試験結果の取 りまとめ

各社で記入 したチェックシー トを相互接続試験実施機関で取 りまとめる。

表 2 . 3 . 1 : T T Cの 標準 と試験対象表

TTC標準 No. 標準項 目 試験対象 備  考

JT―1430 I S D N基本ユーザ0網インタフェニス規定点及 びインタフェース構造 ○

」T-1431 I S D N一次群ユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構造 ○

JT―Q921 I S D Nユーザ・網インタフェースレイヤ2仕 様 ○

JT―Q931 I S D Nユーザ・網インタフェースレイヤ 3仕 様 ○
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本試験で行 うRF Cの ステータスと試験対象を表 2. 3 . 2に示す。

表 2 . 3 . 2 : R F Cの ステータスと試験対象

今回試験確認を行 う項 目 . ………○

今回試験確認を行わない項 目 . …―

RFC NO. 項 目 I A B ス テ ー タス

( R F 0 1 9 2 0 によ る)

試験対象 備 考

7 9 1 Standard/Req」ired ○

7 9 2 ICMP Standard/Required ○

7 9 3 T r a n s m i s s i o n  O o n t r o l

P r o t o c o l

Standard/

Recommended

参 考

8 2 6 ARP Standard/Eloctive ○

8 9 4 IP on Ethernet Standard/Elective ○

9 5 0 Subnets Standard/Required ○

1812 Gateway Requirements Standard/Required 参 考 G a t e w a y 全般 に

ついてサポー ト

すべきR F C を

記述 した ものな

ので参考 とした

1 3 3 2 I n t e r n e t  P r o t o o o l

C o n t r o l  P r o t o c o l

Proposed/Elective ○

1 6 6 1 P o i n t  t o  P o i n t

P r o t o o o l

Standard/Elective ○
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表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目す覧表 ( 1 / 6 )

試験確認項 目の分類 :

フェーズ 1に て確認 または前提条件 となるもの .…….□

今回の相互接続試験時に確認を行 うもの .………………○

今回の相互接続試験時に確認を行わない もの .………… ―

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

７
‥ 1 I P ヘ ッダバージョン □ V e r . 4 で あ る

インターネ ッ ト・ヘ ッダ長 □ 2 0オ クテット

サ

|

ビ

ス

タ

イ

プ

データグラム優先度

ES側 がT O S

をサポー トす

るようになっ

た時に検討。

低遅延指定

高スループ ッ ト指定

高信頼性指定

4 データグラム全長 □

分割データグラム再構成用識別子

6 分割制御 フラグ

7 フラグメント・オフセ ット

8 データグラム生存時間 □

プロ トコル番号 □

ヘッダ 0チ ェックサム □

オプ シ ョン

コピー制御 フラグ

セキュ リテ ィ指定

ノース ・ルー ト指定 (Loose/Strict)

ルー ト記録指定

タイムスタンプ機能
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RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

792 1 T y p e  O :エコー応答 □ 1～ 8 フェーズ1,2

2 Ｔ

ｙ

ｐ

ｅ

３

　

宛

先

到

着

不

能

O o d e O :ネッ トワーク到着不能

O o d e l : ホス ト到着不能

O o d e 2 :プロ トコル到着不能

O o d e 3 : ポー ト到着不能

O o d e 4 : 分割不可指定のため到着不能

(到環彗|こは`さ害JがJる]雲)

O o d e 5 :ソース ・ルー ト実行不能

T y p e  4 :発信元抑制

4 T

y

p

e

5

ル

ー

ト

変

更

O o d o O : 指定 されたネ ッ トワークヘの

ルー ト変更

O o d e l : 指定 されたホス トヘのルー ト

変更

C o d e 2 : 指定 されたサー ビスタイプと

ネ ッ トワークヘのルー ト変更

O o d e 3 :指定 されたサー ビスタイプと

ホス トヘのルー ト変更

5 T y p e  8 :エコー要求 □ 1 フェーズ1,2

表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目一覧表 ( 2 / 6 )
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RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェッタリストでの

該当試験項番

備 考

792 6 T

y

p時

e間

H切

れ

C o d e O : T T L が 0 と な った。

O o d e l : 分割されたデータグラムが
一定時間以内に再構築され

なかった。

Ty p e 1 2 :パラメータ誤 り

8 T y p e 1 3 :タイムスタンプ要求

Typ e 1 4 :タイムスタンプ応答

1 0 T y p e 1 5 : インフ ォメー シ ョン要求

T y p e 1 6 : インフ ォメー シ ョン応答

T y p e 1 7 :アドレスマスク要求

T y p e 1 8 :アドレスマスク応答

826 1 M A C ア ドレスと I P ア ドレスのマッピ

ングにはA R P を 使用する。

□

894 1 EthernetのType Fieldは08-00である □

2 E t h e r n e tの最小 フレームサイズは、 4 6

オクテットで、 これに満たない場合 はパデ ィ

ングを入れること

□

3 E t h e r n e t上で転送 しうる最大フレームサ

イズは 1 5 0 0オ クテットである

□

4 M A C  A d d r e s s とI P  A d d r e s s のマ ッピング

にはA R P を 用いる

□

民
υ I P  B r o a d c a s t  A d d r e s sはEt h e r n e t  B r o a d

c a s t  A d d r e s s にマ ッピングされ るべ きで

ある

□

表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目一覧表 ( 3 / 6 )
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RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

950 1 可変長

固定長

3 可変長 (S e l f―e n c O d i n g )

固定長 ( S e l f―e n c O d i n g )

マスクビット (ア ドレスマスク) ○ 1～ 8

ICMP(ア ドレスマスク)

1332 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

確

立

Configure― Request ○ 1～ 8

Configure― Ack ○ 1～ 8

Oonfigure― Nak

Oonfigure―Reject

コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

解

放

Terminate― Request ○ 1 ～ 8

Terminate― Ack ○ 1～ 8

タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart― Tiner

Max―Terminate

Max-Oonfigure

Max―Fallure

4 オ

ブ

ンヽ

ヨ

ン

IP―Addresses

IP―Compressio■ ―Protocol

IP―Address

表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目一覧表 ( 4 / 6 )
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RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1661 1 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

確

立

Oonfigure― Request ○ 1～ 8

Oo■figure― Ack ○ 1～ 8

Oonfigure― Nak

Oonfigure― Reject

コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

解

放

Terminate― Request ○ 1～ 8

Terllinate― Ack ○ 1～ 8

そ

の

他

Code―Reject

Prolocol―Reject

Echo― Request

Echo―Reply

Discard― Request

4 タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart― Timer

Max―Terlninate

Max-Oonfigure

Max―Fallure

表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目一覧表 ( 5 / 6 )
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RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1661 オ

プ

シ

ヨ

ン

Maximum― Receive― Unit

Async― Control― Character― Map

Authentication― Prolocol

Q u a l i t y―Pr o t o c o l

Magic― Nuttber

Protoool― Field-Oolnpressl on

Adderss―and-Oontrol―Field―

Oompression

表 2 . 3 . 3 :試 験確認項 目一覧表 ( 6 / 6 )
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―

圏

―

表2.3.4:試 験時の機器設定 (1)

eWANの 契約内容 (INSネ ット64/1500の 契約内容)

記入方法 :試験で推奨する契約内容と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する契約内容でない場合は、各社の回線契約内容を記入。

・IWUの ' ラヾメータ

1.WAN側 のMTUを 1500オ クテットとする。
2.自局または相手局のWANの 回線番号にサプアドレスは設定しない。
3.ルーティングはスタティックを用いる。

契約内容

試験で推奨

する契約内容

会 社 名

インタフェース形態及びレイヤ1起動

種別

発信者番号通知サー淑 呼毎通知許可

ユーザ間情報通知サー嵌



―

〓

―

表2.3.5:試 験時の機器設定 (2)

。発呼時の情報要素の設定

記入方法 :試験で推奨する情報要素と同じ場合は

試験で推奨する情報要素でない場合は、

“
○
"を
記入。

各社IWUの デフォルトを記入。

情報要素

試験で推奨す
る情報要素の

内容

会 社 名

伝

達

能

力

コーディング標準 CCITT

情報伝達能力 非制限デジタル

情報

転送モード 回線交換

情報伝達速度 6 4Kbit/s

着番号 設定する

着サブアドレス 設定しない

発番号 設定する

発サブア ドレス 設定しない

高位レイヤ整合性 設定しない

低位レイヤ整合性 設定しない

ユーザ ・ユーザ情報 設定しない



―

ミ

ー

表2.3.6:試験時の機器設定 (3)

・PPP(LCPタ イマ/カウンタ/オプション)に関する設定

PPP設 定項目 RFCデ フォ
ル ト・推奨値

会 社 名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

タ

イ

マ

ｏ

カ

ウ

ン

タ

Restart―Timer 3 秒

Max―Terminate 2 回

Max-Oonfigtre 10回

Max―Failure 5 回

オ

プ

シ

ョ
ン

Maximum―Receiv

e―Unit

使用しない

( 1 5 0 0 )

Authentication
―Prolocol

使用しない

Quality―protoc
01

使用しない

Magic―Number 使用しない

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社 IWUの デフォルト値を記入する。

接続相手によって設定の変更を行った場合は、設定ルメータと相手会社名をマス内に記入する。



―

器

―

表2.3.7:試験時の機器設定 (4)

OPPP(LCPオ プション・IPCPオプション)に 関する設定

PPP設 定項目 RFCデ フォ

ルト・推奨値

会  社  名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

オ

プ

シ

ヨ
ン

Protocol―Field
―Compressio■

使用しない

Adderss―and-Oo

ntrol―Field-Oo

mpresslon

使用しない

I

P

C

P

オ

ィ

IP―Addresses 使用しない

ンヽ
　
ョ

ン

IP―Compresslon
―Protocol

使用しない

IP―Address 使用しない

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社 IWUの デフォルト値を記入する。

接続相手によって設定の変更を行った場合は、設定ルメータと相手会社名をマス内に記入する。

・ESの 設定

1.ルーティングはスタティックを用いる。



試験項 目 試験項番 操作内容 判定項 目

P i n g 試 験

1

1 自局でP i n g発行 相手先 ESが aliveに なる。

自局 I W Uで 自動切断 回線が切断 され る。

自局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

1 自局でPing発行 相手先 ESが aliveに なる。

自局 IWUで 自動切断 回線が切断 され る。

3 相手局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

相手局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

2 自局 IWUで 自動切断 回線が切断される。

3 自局でP i n g 発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

1 相手局でP i n g発行 相手先 ESが aliveに なる。

2 自局 I W Uで 自動切断 回線が切断 され る。

相手局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

5

1 自局でP i n g発行 相手先 ESが aliveに なる。

2 相手局 IWUで 自動切断 回線が切断 され る。

3 自局でPing発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

6

1 自局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

2 相手局 I W Uで 自動切断 回線が切断される。

相手局でPing発行 相手先 ESが aliveに なる。

1 相手局でPing発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

2 相手局 IWUで 自動切断 回線が切断 され る。

●
０ 自局で P i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

０
０

1 相手局でP i n g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

2 相手局 I W Uで 自動切断 回線が切断 され る。

3 相手局でP l■g発行 相手先 E Sが a l i v eに なる。

表2.3.8(1/2):LAN間 相互接続試験項目内容、及びチェックシート
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表 2 . 3 . 8 ( 2 / 2 ) : L A N 間 相互接続試験項目内容、及びチェックシー ト

会社名 :              I W U 名 :

１

〓

―

対向会社名

( I W U 名 )

結果記入欄(馨潜薄思醤勤易齢碁掌争ビ19与まなは導碁製姦課全なぃ場合は “一" を 記入す る。)
試験項番

1 6 7 8

1 2
●
０ 3 1 1 3 1 1 2 1 2 1 2



3 . 2  1 S D N 回 線交換 (ダイヤルア ップ接続 )

2 . 3 . 2 . 1  相互接続試験の対象

本相互接続試験 (以後、本試験 という)で 対象 とす るW A N と して I S D N 回 線交換
L A N と して E t h e r n e t を 対象 とす る。

被試験装置は、 I W U と I W u 機 能を有す る E S ( 以 後、 I W U / E S と 記す )を 対象
とす る。

接続構成 は、 I W U 同 士の接続 (ネ ッ トワーク型接続 )と I W U と I W U / E S の 接続

(端末型接続 )の 2つ に分類す る。

また、各 々の構成 においてセ ンター側 ( I W U ) と アクセスサイ ト側 ( I W U 、  I W U /
E S ) に 分類す る。

セ ンター側 I W U の 定義 とし、W A N イ ンタフェースに J T一 I . 4 3 0 を 2ポ ー ト以上
または J T一 I . 4 3 1 を 実装す る I W U と す る。

アクセスサイ ト側の I W U ま たは I W u / E S に 関 しては特に制限はない。

以下にネ ットワーク型と端末型の相互接続構成を示す。

2 . 3 . 2 . 1 . 1  ネットワーク型相互接続試験構成

セ ンター側                 J T ― I . 4 ア クセスサイ ト側

図 2.3.1 ネ ットワーク型相互接続試験構成

3 . 2 . 1 . 2  端 末型相互接続試験構成

セ ンター側 アクセスサイ ト側

図 2. 3 . 2  端 末型相互接続試験構成
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．
．
．
．
．
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・
・
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，
，
‥

燭
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Ｉ

Ｓ

Ｄ

Ｎ

　

回

線

交

換

畑

「

‐
‐ ‐
‐
Ｓ ‐
‐
田
‐
Ｎ ‐
，‐
‐
熙
‥
紹

‥
郊

‥
館

，‐
―

一

LANアナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU

W A N

アナライザ

被試験

IWU

Ethernet

LANアナライザ

E S

Ｅ

ｔ

ｈ

ｅ

ｒ

ｎ

ｅ

ｔ

LANアナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU

W A N

アナライザ

I W U機 能

を有す る

E S

(IWU/ES)
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2 . 3 . 2 . 2  相互接続試験参加の前提条件

以下 にネ ッ トワーク型 と端末型の相互接続試験参加の前提条件を示す。

2 . 3 . 2 . 2 . 1  ネッ トワーク型

本試験実施前に各社 とも自社 I W U ま たは、試験用 E Sに ついて以下の条件を満た しているこ

と。

( 1 )本試験 に必要な機能をサポー トしている E Sを 使用す ること。

9 ) E S～ I W U間 の試験及び表 2 . 3 . 1 2 (試験確認項 目
一覧 )に おいて前提条件 となっている

項 目の試験が終了 していること。

0 )試験対象W A Nで の接続試験が終了 していること。

2 . 3 . 2 . 2 . 1 . 1  本試験適用 T T C標 準 と試験確認項 目
一覧

表 2 . 3 . 1 0参照。

2 . 3 . 2 . 2 . 1 . 2  本試験適用 R F Cと 試験確認項 目
一覧

表 2 . 3 . H～表 2 . 3 . 1 2参照。

2 . 3 . 2 . 2 . 2  端末型

本試験実施前に各社 とも自社 I W U、  I W U / E S、 試験用 E Sに ついて以下の条件を

満た していること。

( 1 )本試験 に必要な機能をサポー トしている I W U / E S、 E Sを 使用す ること。

1 2 )センター側において E S～ I W U間 の試験及び表 2 . 3 . 1 2 (試 験確認項 目一覧)に おい

て前提条件 とな っている項 目の試験が終了 していること。

( 3 1試験対象W A Nで の接続試験が終了 していること。

2 . 3 . 2 . 2 . 2 . 1  本試験適用 T T C標 準 と試験確認項 目
一覧

表 2 . 3 . 1 0参照。
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2 . 3 . 2 . 2 . 2 . 2  本試験適用 R F Cと 試験確認項 目一覧

表 2. 3 . 1 1～表 2 . 3 . 1 2参照。

2 . 3 . 2 . 3  試 験実施方法

2. 3 . 2 . 3 . 1  ネ ッ トワーク型

セ ンター側 IW Uと アクセスサィ ト側 IW U間 で総当た りとす る。

2. 3 . 2 . 3 . 2  端 末型

セ ンター側 IW Uと アクセスサィ ト側 IW U / E S間 で総当た りとす る。

2. 3 . 2 . 4  実 施項 目

2 . 3 . 2 . 4 . 1  ネ ッ トヮーク型

2. 3 . 2 . 4 . 1 . l  E S～ I W u試 験

・E S～ I W u間 の試験 に関 しては試験実施前 に各社の責任 において実施す る。

2. 3 . 2 . 4 . 1 . 2  E S間 ( I W U間 含む)の 試験

( 1 ) E Sア プ リケーシ ョンと して pi n g ( I C M P  e c h o  r e q」 e s t / r e p l y )を使用す る。
(2 1 1 Pア ドレスはクラス Bを 使用 し、サブネ ッ ト・マスクは 25 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0を使用す る。
0)経路制御 にはスタテ ィック ・ルーティングを使用する。
(4 ) P P Pの 認証 プロ トコルは CH A Pお よび P A Pを 使用す る。

2. 3 . 2 . 4 . 1 . 2 . l  p i n g試 験

p i n gを 使用 して、アクセスサィ ト側 ESか らセ ンター側 ESに 対 しI C M P  e c h o
r e q u e s t (要求 )を 発行 し、 IC M P  e c h o  r e p l y (応答 )が あることを確認す る。
・セ ンター側か らアクセスサイ ト側 に対す る Pi n gは 行わない。
・回線切断は、アクセスサイ ト側 IW Uの 無通信切断 タイマ (自動 )に よるもの とす る。

2. 3 . 2 . 4 . 1 . 2 . 2  試験時の機器設定

試験実施時のWA N、 E S、 セ ンター側 IW U、 アクセスサィ ト側 IW U、 P P P
に関する設定を表2 . 3 . 1 3～ 表2 . 3 . 2 4に 必要な項目について記入する。
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2 . 3 . 2 . 4 . 2  端末型

2 . 3 . 2 . 4 . 2 . l  E S ～ I W U試 験

・センター側のE S～ I W U間 の試験に関 しては試験実施前に各社の責任において実施する。

2 . 3 . 2 . 4 . 2 . 2  E S ～ I W U / E S 試 験

( 1 ) E S 、 I W U / E S ア プ リケーションとして p i n g ( I C M P  e c h o  r e q u e s t / r e p l y ) を

使用する。

( a I Pア ドレスはクラスBを 使用 し、サブネット・マスクは 2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0 を使用する。

1 3 )経路制御にはP P Pの I P― A d d r e s s ネ ゴシエーションによるホス トルー トを使用

する。

“) P P Pの 認証プロ トコルはC H A Pお よびP A Pを 使用する。

2 . 3 . 2 . 4 . 2 . 2 . l  p i n g 試 験

p i n gを 使用 して、アクセスサイ ト側の I W U / E S か らセンター側 E Sに 対 し

I C M P  e c h o  r e q u e s t ( 要求)を 発行 し、1 0 M P  e c h o  r e p l y ( 応答)が あることを確認する。
・センター側からアクセスサイ ト側に対するP i n gは 行わない。
・回線切断は、アクセスサイ ト側 I W U / E S の 無通信切断タイマ (自動)ま たは手動による

ものとする。

2 . 3 . 2 . 4 . 2 . 2 . 2  試験時の機器設定

試験実施時のW A N 、 E S 、 セ ンター側 I W U 、 アクセスサイ ト側 I W U / E S 、 P P P

に関する設定を表2 . 3 . 1 3 ～表2 . 3 . 2 4 に必要な項 目について記入す る。

2 . 3 . 2 . 5  実施手順

2 . 3 . 2 . 5 . 1  ネッ トワーク型

表 2 . 3 . 2 5  の試験項 目内容及びチェックシー トに従い実施 し、結果を表 2 . 3 . 2 6 、表 2 . 3 . 2 7 に記入す

る。

2。3 . 2 . 5 . 2  端 末型

表 2 . 3 . 2 5  の試験項 目内容及びチェックシー トに従 い実施 し、結果を表 2 . 3 . 2 6、表 2 . 3 . 2 7に記入す

る。

2 . 3 . 2 . 6  試験結果の取 りまとめ

各社で記入 したチ ェックシー トを相互接続試験実施機関で取 りまとめる。
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本試験で行な うTT C標 準 と試験対象を表 2. 3 . 1 0に示す。

今回試験確認を行 う項 目 .……○

今回試験確認を行わない項 目 .…―

表 2 . 3 . 1 0  試験適用 T T C標 準 と試験対象

TTC標準 No. 標準項目 試験対象 備 考

JT-1430 I S D N基本ユーザ・網インタフェースレイヤ 1仕 様 ○

JT―1431 ISDNl次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ1仕 様 ○

」T―Q921 I S D Nユーザ・網インタフェースレイヤ 2仕 様 ○

JT―Q931 I S D Nユーザ・網 インタフェース レイヤ 3仕 様 ○
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本試験で行 うR F Cの ステータスと試験対象を表 2 . 3 . 1 1に示す。

表 2 . 3 . H  試 験適用 R F Cの ステータスと試験対象

今回試験確認を行 う項 目 .………○

今回試験確認を行わない項 目 .…―

RFC NO。 項 目 I A B ス テ ー タス

( R F C 1 9 2 0 によ る)

試験対象 備 考

7 9 1 Standard/Required ○

7 9 2 ICMP Standard/Required ○

7 9 3 Transmisslon Control

Prolocol

Standard/

Recollllllended

参考

8 2 6 ARP Standard/Elective ○

8 9 4 IP o■ Ethernet Standard/Elective ○

9 5 0 Subnets Standard/Reqlli red ○

1 8 1 2 Gateway Requirements Standard/Required 参 考 G a t e w a y全般 に

ついてサポー ト

すべ きR F Cを

記述 した ものな

ので参考 とした

1 3 3 2 I n t e r n e t  P r o t o c o l

O o n t r o l  P r o t o c o l

Proposed/Elective ○

1 3 3 4 P P P  A u t h e n t i c a t i o■

P r o t o c o l s

Proposed/Elective ○

1 6 6 1 P o i n t  t o  P o i n t

P r o t o c o l

Standard/Elective ○
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表 2. 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 (1 / 6 )

試験確認項目の分類 :

フェーズ 1に て確認または前提条件となるもの 。…….□

今回の相互接続試験時に確認を行 うもの .………………○

今回の相互接続試験時に確認を行わないもの 。…………―

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

791 1 IPヘ ッダバージョン □ Ver.4で ある

2 イ ンターネ ッ ト・ヘ ッダ長 □ 0オクテット

3 サ

ー

ビ

ス

タ

イ

プ

データグラム優先度

E  S  I l lがTOS

をサポー トす

るようになっ

た時に検討。

低遅延指定

高スループ ッ ト指定

高信頼性指定

データグラム全長 □

5 分割データグラム再構成用識別子

分割制御 フラグ

7 フラグメント・オフセット

データグラム生存時間 □

9 プロ トコル番号 □

ハ
Ｖ ヘ ッダ ・チェックサム □

オプション

コピー制御 フラグ

セキュ リテ ィ指定

ノース ・ルー ト指定 (Loose/Strict)

ルー ト記録指定

タイムスタンプ機能
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表 2. 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 (2 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

792 l T y p o  O :エコー応答 □ 1、 3 7ェーズ1,2

2 Ｔ

ｙ

ｐ

ｅ

３

　

宛

先

到

着

不

能

C o d e O :ネ'ト ワーク到着不能

O o d e l :ホス ト到着不能

O o d e 2 :プロ トコル到着不能

O o d e 3 :ポー ト到着不能

O o d e 4 :分割不可指定のため到着不能

(到着にはう)害Jが必要 )

O o d e 5 :ソース ・ルー ト実行不能

3 T y p e  4 :発信元抑制

4 Ｔ

ｙ

ｐ

ｅ

５

　

ル

ー

ト

変

更

O o d o O : 指定 されたネ ッ トワークヘの

ルー ト変更

O o d e l : 指定 されたホス トヘのルー ト

変更

O o d e 2 : 指定 されたサ ー ビスタイプと

ネ ッ トワークヘのルー ト変更

C o d e 3 : 指定 されたサー ビスタイプと

ホス トヘのルー ト変更

5 T y p e  8 : エコー要求 □ 1、 3 フェーズ1,2
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表 2 . 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 ( 3 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

6 T

y

p時

e間

H切

れ

O o d o O : T T L が 0 と な った。

O o d e l : 分割されたデータグラムが
一定時間以内に再構築され

なかった。

Type12 :パラメータ誤り

8 T y p e 1 3 :タイムスタンプ要求

T y p e 1 4 : タイムス タ ンプ応答

1 0 T y p e 1 5 : インフォメーシ ョン要求

T y p e 1 6 : インフ ォメー シ ョン応答

1 2 T y p e 1 7 : アドレスマスク要求

1 3 T y p e 1 8 : アドレスマスク応答

826 1 M A C ア ドレスと I P ア ドレスのマッピ

ングにはA R P を 使用する。

□

４ｎ
υ
０
０ 1 EthernetのType Fieldはo8-00である □

2 E t h e r n e t の最小 フレームサイズは、 4 6

オタテットで、 これに満たない場合はパデ ィ

ングを入れること

□

う
０ E t h e r n e t 上で転送 しうる最大フレームサ

イズは 1 5 0 0オ タテットである

□

4 M A C  A d d r e s s とI P  A d d r e s s のマ ッピング

にはA R P を 用いる

□

5 IP Broadcast AddressはEthernat Broad

c a s t  A d d r e s s にマ ッピングされ るべ きで

あ る

□
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表 2. 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 (4 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

950 1 可変長

2 固定長

3 可変長 (S e l f―e n c o d i n g )

И
仕 固定長 (S e l f―e n c O d i n g )

5 マスクビット (ア ドレスマスク) ○ 1～ 4

6 ICMP(ア ドレスマスク)

1332 1 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

確

立

Oonfigure― Request ○ 1、 3

Oonfigure― Ack ○ 1、 3

Oonfigure― Nak ○ 1、 3

Configure― Reiect

2 コ

ネ

ク

シ

ヨ

ン

解

放

Terminate― Request ○ 2、  4

Terminate― Ack ○ 2、  4

3 タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart― Timer

Max―Terminate

Max―Configure

Max―Fallure

4 オ

プ

シ

ヨ

ン

IP―Addresses

IP-Oompresslo■ ―Protocol

IP―Address ○ 1、 3
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表 2 . 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 ( 5 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1334 1 認

証

Ｐ

Ａ

Ｐ

Authenticate― Request ○ 1、 3

Authenticate― Ack ○ 1、 3

Authenticate― Nak

2 認

証

Ｃ

Ｈ

Ａ

Ｐ

Challenge ○ 1、 3

Response ○ 1、 3

Success ○ 1、 3

Failure

1661 コ
ネ

ク

シ

ョ
ン

確

立

Configure― Request ○ 1、 3

Configure― Ack ○ 1、 3

Oonfigure― Nak

Configure― Reiect

コ
ネ

ク

シ

ョ
ン

解

放

Terminate― Request ○ 2、  4

Terminate― Ack ○ 2、 4

●
０ そ

の

他

Oode―Reject

P r o l o o o l ―R e i e c t

Echo― Request

Echo― Reply

Discard― Request
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表 2 . 3 . 1 2  試験確認項 目一覧表 ( 6 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1661 ■
■ タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart― Timer

Max―Termihate

Max―Configure

Max―Fallure

5 オ

プ

シ

ヨ

ン

Max ittum―Receive― Unit

Async― Control― Character― Map

A■thentication― Procolol ○ 1 3

Quality―Protocol

Magic― Number

Protocol― Field-Oompresslon

Adderss―and―Control―Field

Oompresslo■
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表2.3.13 試験時の機器設定(1)

。WANの 契約内容<セ ンター側> (INSネ ット64/1500の 契約内容)

―

お

―

記入方法 :試験で推奨する契約内容と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する契約内容でない場合は、各社の回線契約内容を記入。

・センター佃IIWUの パラメータ

1,WAN側 のMTUを 1500オ クテットとする。
2.自局または相手局のWANの 回線番号にサブアドレスは設定しない。
3.ルーティングはネットヮーク型の場合は不タティツクを端末型の場合はPPPの I
ホストルーティングを用いる。

・センター側ESの 設定

1.ルーティングはスタティックを用いる。

会 社 名

P― Addressネ ゴシエーションによる

ユーザ間情報通知サービス



―

ミ

ー

表2.3.14 試験時の機器設定動

・社WANの 契約内容<ア クセスサイト側 (ネットワーク型)>(INSネ ット64/1500の 契約内容)

記入方法 :試験で推奨する契約内容と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する契約内容でない場合は、各社の回線契約内容を記入。

・アクセスサイト側 IWUの パラメータ

1.WAN側 のMTUを 1500オ クテットとする。
2.自局または相手局のWANの 回線番号にサブアドレスは設定しない。
3.ルーティングはスタティックを用いる。

・アクセスサイト側ESの 設定

1:ルーティングはスタティックを用いる。

契約内容

試験で推奨

する契約内容

会 社 名

インタフェース形態及びレイヤ1起動

種別

発信者番号通知サギス 呼毎通知許可

ユーザ間情報通知サービス



―

ふ

―

表2.3.15 試験時の機器設定(3)

・WANの 契約内容<ア クセスサイト側 (端末型)>(INSネ ット64/1500の 契約内容)

記入方法 :試験で推奨する契約内容と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する契約内容でない場合はt各 社の回線契約内容を記入。

・アクセスサイト側 IWU/ESの パラメータ

1.WAN側 のMTUを 1500オ クテットとする。
2.自局または相手局のWANの 回線番号にサブアドレスは設定しない。
3.ルーティングはPPPの IP― Addressネ ゴシエーションによるデフォルトルートを用いる。

契約内容

試験で推奨
‐

する契約内容
会 社 名

インタフェース形態及びレイヤ1起動

種別

発信者番号通知サービス 呼毎通知許可

ユーザ間情報通知サービス



―

ふ

―

表2.3.16 試験時の機器設定(41

・発呼時の情報要素の設定
<セ ンター側>

記入方法 :試験で推奨する情報要素と同じ場合は
試験で推奨する情報要素でない場合は、

“
○
"を
記入。

各社 IWUの デフォルトを記入。

情報要素

試験で推奨す
る情報要素の

内容

会 社 名

伝

達

能

力

コーディング標準 CCITT

情報伝達能力 非制限デジタル

情報

転送モード 回線交換

情報伝達速度 6 4Kbit/s

着番号 設定する

着サブアドレス 設定しない

発番号 設定する

発サプアドレス 設定しない

高位レイヤ整合性 設定しない

低位レイヤ整合性 設定しない

ユーザ 0ユーザ情報 設定しない



―

ミ

ー

表2.3.17 試験時の機器設定(5)

。発呼時の情報要素の設定
<ア クセスサイト側 (ネットワーク型)>

記入方法 :試験で推奨する情報要素と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する情報要素でない場合は、各社 IWUの デフォルトを記入。

情報要素

試験で推奨す

る情報要素の

内容

会 社 名

伝

達

能

力

コーディング標準 CCITT

情報伝達能力 非制限デジタル

情報

転送モード 回線交換

情報伝達速度 6 4Kbit/s

着番号 設定する

着サブアドレス 設定しない

発番号 設定する

発サブアドレス 設定しない

高位レイヤ整合性 設定しない

低位レイヤ整合性 設定しない

ユーザ ・ユーザ情報 設定しない



―

卜
∞
―

表2.3.18 試験時の機器設定(61

・発呼時の情報要素の設定
<ア クセスサイト側 (端末型)>

記入方法 :試験で推奨する情報要素と同じ場合は
“
○
"を
記入。

試験で推奨する情報要素でない場合は、各社 IWU/ESの デフォルトを記入。

情報要素

試験で推奨す

る情報要素の

内容

会 社 名

伝

達

能

力

コーディング標準 CCITT

情報伝達能力 非制限デジタル

情報

転送モード 回線交換

情報伝達速度 6 4Kbit/s

着番号 設定する

着サブアドレス 設定しない

発番号 設定する

発サブアドレス 設定しない

高位レイヤ整合性 設定しない

低位レイヤ整合性 設定しない

ューザ ・ユーザ情報 設定しない



表2.3.19 試験時の機器設定7)

・PPP(LCPタ イマ/カウンタ/オプション)に 関する設定
<セ ンター側>

―

卜
ｏ
ｌ

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
'○ "を
記入し、設定不可能な場合は限りなく推奨値に近い値を記入する。

接続相手によって設定変更を行った場合は、設定′1ラメータと相手会社名をマス内に記入する。

PPP設 定項目 RFCデ フォ

ル ト・推奨値

会 社 名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

タ

イ

マ

・
カ

ウ

ン

タ

Restart―Timer 3 秒

Max―Terminate 2 回

Max-Oonfigure 10回

Max―Failure 5 回

オ

プ

シ

ヨ

ン

Maxlmum―Recelv

e―Unit

使用しない

(1500)

Authenticatio■
―Protocol

使用する

(PAP/CHAP)

Quality―protoc
01

使用しない

Magic―Number 使用しない



表2.3.20 試験時の機器設自81

・PPP(LCPタ イマ/カウンタ/オプション)に 関する設定
<ア クセスサイト側 (ネットワーク型)>

―

い
ｏ
ｌ

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は限りなく推奨値に近い値を記入する。

接続相手によって設定変更を行った場合は、設定ルメ‐夕と相手会社名をマス内に記入する。

PPP設 定項目 RFCデ フォ

ルト・推奨値

会  社  名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart―Timer 3 秒

Max―Terminate 2 回

Max-Oonfigure 10回

Max―Fallure 5 回

オ

プ

シ

ヨ

ン

Maximum―Receiv

e―Unit

使用しない

(1500)

Authentication
―Protocol

使用する

(PAP/CHAP)

Quality―protoc
01

使用しない

Magic―Number 使用しない



表2.3.21 試験時の機器設定(9)

・PPP(LCPタ イマ/カウンタ/オプション)に 関する設定
<ア クセスサイト側 (端末型)>

―

コ

ー

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は限りなく推奨値に近い値を記入する。

接続相手によって設定変更を行らた場合は、設定ルメータと相手会社名をマス内に記入する。

PPP設 定項目 RFCデ フォ

ルト0推奨値

会 社 名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart―Timer 3 秒

Max―Terminate 2 回

Max-Oonfigure 10回

Max―Fallure 5 回

オ

プ

シ

ヨ
ン

Maxlmum―Recelv

e―Unit

使用しない

(1500)

Authentication
―Protoool

使用する

(PAP/CHAP)

Quality―protoc
01

使用しない

Magic―Nunber 使用しない



表2.3.22 試験時の機器設定00

0PPP(LCPオ プション・IPCPオプション)に 関する設定
<セ ンター側>

―

認

―

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社 IWUの デフォルト値を記入する。

接続相手によって設定変更を行った場合は、設定,1ラメータと相手会社名をマス内に記入する。

PPP設 定項目 R F C

デフォルト
・推奨値

会  社  名

L

C

P

オ

プ

シ

ヨ

ン

P r o t o o o l―F i e l d
-Oompression

使用しない

Adderss―and-Oontrol
―Field-Oompresslon

使用しない

I

P

C

P

オ

プ

シ

ヨ

ン

IP―Addresses 使用しない

IP-Oompresslon
―Protocol

使用しない

IP―Address ネットワーク型 使用しない

端末型 使用する



―

認

―

表2.3.23 試験時の機器設定0

0PPP(LCPオ プション・IPCPオプション)に 関する設定
<ア クセスサイト側 (ネットワーク型)>

PPP設 定項目 RFCデ フォ

ル ト・推奨値

会  社  名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

オ

プ

シ

ヨ
ン

Protocol―Field
―Compresslo■

使用しない

Adderss―and-Oo

ntrol―Field―Co

mpresslon

使用しない

I

P

C

P

オ

プ

シ

ヨ

ン

IP―Addresses 使用しない

IP-Oompresslon
―Protocol

使用しない

IP―Address 使用しない

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社 IWUの デフォルト値を記入する。

接続相手によって設定変更を行った場合は、設定′リメータと相手会社名をマス内に記入する。



―

望

―

表2.3.24 試験時の機器設定02

0PPP(LCPオ プション・IPCPオプション)に 関する設定
<ア クセスサイト側 (端末型)>

PPP設 定項目 RFCデ フォ
ル ト・推奨値

会  社  名

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

オ

プ

シ

ヨ
ン

Protoool―Field
-Oompresslon

使用しない

Adderss―and―Co

ntrol―Field―Co

mpresslon

使用しない

I

P

C

P

オ

プ

シ

ヨ

ン

IP―Addresses 使用しない

IP-Oompresslo■
―Protocol

使用しない

IP―Address 使用する

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
"○ "を
記入し,設 定不可能な場合は各社 IWU/ESの デフオルト値を記入する。

接続相手によって設定変更を行った場合は、設定′リメータと相手会社名をマス内に記入する。



表 2 . 3 . 2 5  L A N間 相互接続試験項 目内容、及びチェックシー ト

試験項 目 試験項番 操作内容 判定項目

P i n g 試 験 1 アクセスサイト側 ESま たは

I W U / E S で P i n g発行

相手先 E Sが a l i v eに なる。

アクセスサイト側 IWUま たは

IWU/ESで 切断

回線が切断 され る。

3 アクセスサイト側 ESま たは

IWU/ESで Ping発行

相手先 ESが aliveに なる。

アクセスサイト側 IWUま たは

IWU/ESで 切断

回線が切断 され る。
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表 2 . 3 . 2 6  センター側用 L A N 間 相互接続試験結果記入表

会社名 :

対向会社名

( I W U 、I W U / E S )

結果記入覧 (試験項目に指定がなければ
“
○
"ま
たは
“
×
"を

記入する。)

試験項番 備  考

1 2 4
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表 2 . 3 . 2 7  アクセスサイ ト側用 L A N間 相互接続試験結果記入表

会社名 :

対向会社名

( I W U )

結果記入覧 (試験項 目に指定がなければ
“
○
"ま
たは '×

"を

記入す る。)

試験項番 備  考

1 2
●
●

■
■
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4  専 用線を介 した相互接続

2 . 4 . 1 .相 互接続試験の対象

本相互接続試験 (以後、本試験 という)

L A Nと してE t h e r n e t、W A Nと して、

を対象 とす る。

で対象 とす るW A N 、 L

同期式 シ リアル回線及び

A Nを 下記 に示す。

. 4 3 0 / 1 . 4 3 1専 用線

2.4.1.1 同 期式 シリアル回線相互接続試験構成

図 2 . 4 . 1  同 期式 シリアル回線試験構成

2.4.1.2 430/1.431専 用線相互接続試験構成

同

期

式

シ

リ

ア

ル

回

線

I

4

3

0

/

I

4

3

1

専

用

線

4 3 1 専 用線試験構成

- 5 8 -

LANアナライザ

W A N

アナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU

Ethernet

LANアナライザ

E S

LANアナライザ

W A N

アナライザ

被試験

IWU

W A N

アナライザ

被試験

IWU

Ethernet

LANアナライザ

E S

図 2 . 4 . 2 4 3 0 / 1



2 . 4 . 2 .相 互接続試験参加の前提条件

本試験実施前に各社とも自社 I W U、 試験用 E Sに ついて以下の条件を満たしていること。

( 1 )本試験に必要な機能をサポー トしてぃるE Sを 使用すること。

( 2 ) E S～ I W U間 の試験及び表 2 . 4 . 2 (試 験確認項目一覧)に おいて前提条件となっている

項目の試験が終了 していること。

1 3 )試験対象W A Nで の接続試験が終了 していること。

2 . 4 . 2 . 1  本試験適用 R F Cと 試験確認項目一覧

表 2 . 4 . 1 、表 2 . 4 . 2 参照。

2 . 4 . 3 .試 験実施方法

各社総当た りとす る。

2 . 4 . 4 .実 施項 目

2 . 4 . 4 . l  E S～ I W U試 験

O E S ～ I W U の 試験 に関 しては試験実施前 に各社の責任 において実施す る。

2 . 4 . 4 . 2  E S 間 ( I W U 間 含む )の 試験

( 1 ) E S アプ リケーシ ョンと して p i n g を 使用す る。

( 2 ) I P ア ドレスはサブネ ッ ト・マスクを使用す る。

( 3 ) 経路制御 にはスタテ ィック ・ルーテ ィングを使用す る。

2 . 4 . 4 . 2 . l  p i n g 試 験

p i n gを 使用して、E S間 でI C M P  e c h o  r e q u e s t / r e p l yの応答が正常に行なわれる
ことを確認する。

2 . 4 . 4 . 2 . 2  試験時の機器設定

試験実施時のW A N、 L A N、 E S、 各社 P P Pに 関する設定を表 2 . 4 . 3 ～表 2 . 4 . 5 に示

す。
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2 . 4 . 5 . 実 施手順

表 2 . 4 . 6 のチェックシー トに従 い実施 し、結果を表 2 . 4 . 7 に記入す る。

2 . 4 . 6  試 験結果の取 りまとめ

各社で記入 したチェックシー トを相互接続試験実施機関で取 りまとめる。
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本試験で行 うR F Cの ステータスと試験対象を表 2 . 4 . 1に示すも

表 2.4.1 試 験適用 RFCの ステータスと試験対象

今回試験確認を行う項目 .………○

今回試験確認を行わない項目 .…―

RFC NO. 項 目 I A B ス テ ー タス

( R F C 1 9 2 0 によ る)

試験対象 備 考

7 9 1 Standard/Required ○

7 9 2 ICMP Standard/Required ○

7 9 3 Transmission Control

Protocol

Standard/

Recommended

参 考

8 2 6 ０
■
Ａ
ｎ Standard/Elective ○

8 9 4 IP on Ethernet Standard/Elective ○

9 5 0 Subnets Standard/Required ○

1 8 1 2 Gateway Requirements Standard/Required 参考 G a t e w a y全般に

ついてサポー ト

すべきR F Cを

記述 したものな

ので参考とした

1 3 3 2 I n t e r n e t  P r o t o c 0 1

C o n t r o l  P r o t o c o l

Proposed/Elective ○

1 6 6 1 P o i n t  t o  P o i n t

P r o t o c o l

Standard/Elective ○

1 6 6 2 PPP in HDLC―Link

Franing

Standard/Elective 参考 L C P のオプショ

ン設定を推奨 し

ているため参照

とした
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表 2 . 4。2  試 験確認項 目一覧表 ( 1 / 6 )

試験確認項目の分類 :

フェーズ 1に て確認または前提条件となるもの 。…….□

今回の相互接続試験時に確認を行 うもの .………………○

今回の相互接続試験時に確認を行わないもの ,…………
―

RFC 項番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

791 1 IPヘ ッダバージョン □ Ver.4で ある

０
‘ イ ンターネ ッ ト・ヘ ッダ長 □

Ｏ
ι 0オクテット

サ

|

ビ

ス

タ

イ

プ

データグラム優先度

ES側 がTOS

をサポー トす

るようになっ

た時に検討。

低遅延指定

高スループット指定

高信頼性指定

4 データグラム全長 □

分割データグラム再構成用識別子

分割制御 フラグ

フラグメント・オフセット

データグラム生存時間 □

9 プロ トコル番号 □

1 0 ヘ ッダ ・チェックサム □

オプション

コピー制御 フラグ

セキュ リテ ィ指定

ツース ・ルー ト指定 ( L o o s e / S t r i c t )

ルー ト記録指定

タイムスタンプ機能
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表 2 . 4 . 2  試 験確認項 目一覧表 ( 2 / 6 )

項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェッタリストでの

該当試験項番

備 考

792 1 T y p e  O :ェ コー応答 □ 1 フェーズ1,2

2 T

y

p

ｅ

　

３

宛

先

到

着

不

能

OodoO:ネットワーク到着不能

C o d e l :ホス ト到着不能

O o d e 2 :プロ トコル到着不能

Code3:ポー ト到着不能

O o d e 4 :分割不可指定のため到着不能

(至り着には分害Jが必要)

O o d e 5 :ソース ・ルー ト実行不能

3 T y p e  4 :発信元抑制

■
■ T

y

p

e

5

ル

ト

ト

変

更

O o d 0 0 : 指定 されたネットワークヘの

ルー ト変更

O o d e l : 指定 されたホス トヘのルー ト

変更

O o d e 2 :指定 されたサー ビスタイプと

ネ ッ トワークヘのルー ト変更

O o d e 3 :指定 されたサー ビスタイプと

ホス トヘのルー ト変更

5 Type 8:エ コー要求 □ 1 フェーズ1,2
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表 2 . 4 . 2  試 験確認項 目一覧表 ( 3 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

792 6 T

y

p時

e間

H切

れ

O o d e O : T T L が 0 と な った。

C o d e l : 分割されたデータグラムが

一定時間以内に再構築され

なかった。

7 T y p e 1 2 :パラメータ誤 り

Ｏ
Ｏ Type13:タイムスタンプ要求

T y p e 1 4 :タイムスタンプ応答

T y p e 1 5 : インフ ォメー シ ョン要求

T y p e 1 6 : インフ ォメー シ ョン応答

1 2 Type17:ア ドレスマスク要求

1 3 Type18:ア ドレスマスク応答

826 l M A C ア ドレスと I P ア ドレスのマッピ

ングにはA R P を 使用する。

□

894 1 Ethernetの Type Fieldは 08-00で あ る □

2 E t h e r n e tの最小フレームサイズは、 4 6

オクテットで、これに満たない場合はパディ

ングを入れること

□

●
０ E t h e r n e t 上で転送 しうる最大フレームサ

イズは 1 5 0 0 オクテットである

□

4 M A C  A d d r e s s とI P  A d d r e s s のマ ッピング

にはA R P を 用いる

□

IP Broadcast AddressはEthernet Broad

c a s t  A d d r e s s にマ ッピングされ るべ きで

ある

□
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表 2 . 1 2  試 験確認項 目一覧表 ( 4 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

ｎ
υ 1 可変長

固定長

3 可変長 ( S e l f―e n c O d i n g )

■
■ 固定長 (Self―encoding)

5 マスクビット (ア ドレスマスク) ○

接続試験時に

マスクビッ ト

を使用す る。

ａ
υ ICMP(ア ドレスマスク)

1332 1 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

確

立

Configure― Request ○ 1

Configure― Ack ○ 1

Configure― Nak

Configure― Reject

2 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

解

放

Terminate― Request

Terminate― Ack

●
● タ

イ

マ

・

カ

ウ

ン

タ

Restart― Timer

Max―Terminate

Max―Configure

Max―Failure
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表 2 . 4 . 2  試 験確認項 目一覧表 ( 5 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1332
■
■ オ

ブ

ンヽ
　
ョ

ン

IP―Addresses

IP-Oompresslo■ ―Protocol

IP―Address

1661 1 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

確

立

Configure― Request ○ 1

Configure― Ack ○ 1

Configure― Nak

ConfigIIre― Reiect

2 コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

解

放

Terminate― Request

Terminate― Ack

3 そ

の

他

Oode― Reiect

P r o t o c o l ―R e i e c t

Echo― Request

Echo― Reply

Discard― Request

4 タ

イ
　
マ

カ

ウ

ン

タ

Restart― Timer

Max―Terminate

Max―Configure

Max―Failure
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表 2 . 4 . 2 試験確認項 目一覧表 (6 / 6 )

RFC 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験項番

備 考

1661 5 オ

プ

ンヽ
　
ヨ

ン

Maximum― Receive― unit

Async-Oontrol― Character― Map

Authenticatio■ ―Protoc01

Q u a l i t y―Pr o t o c o l

Magic― Number

Protocol― Field-00mpress10n

Adderss―and―COntrol―Field

Compress10n
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試験時の機器設定

表 2. 4 . 3  同 期式 シリアル回線 と I. 4 3 0 / 1 . 4 3 1専 用線の推奨値

同期式 シリアル回線 I.430/1.431専 用線

物理回線速度 6 4 k b p s 6 4 k b p s

・IPル ータのパ ラメータ

1 . W A N 側 のM T U を 1 5 0 0 オ クテ ッ トとす る。

2 . ルーテ ィングはスタテ ィックを用いる。
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表2.4.4 試験時の機器設赳1)

・PPPに 関する設定。

―

い
０
１

記入方法 :RFCの デフォルト・推奨値が設定可能な場合は
'○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社 IWUの デフォルト値を記入する。

使用するオプションをサポートしていない場合は、
'一 "を
記入する。

( 1 / / 2 )

PPP設 定項目 RFCデ フォ
ルト・推奨値

会  社  名

L

C

P

タ

イ

マ

・
カ

ウ

ン
タ

Restart―Timer 3 秒

Max―Terminate 2 回

Max―Configure 10回

Max―Fallure 5 回

オ
プ

シ

ヨ
ン

Maximum―Receiv
e―Unit

使用しない
( 1 5 0 0 )

Async―Control―
Character―Mはp

使用しない

Authentication
―ProtOcol

使用しない

Quality―protoc
Ol

使用しない

Magic―Nunber 使用しない

Ｌ

　

Ｃ

　

Ｐ

オ
プ

シ

ヨ
ン

Protecol「Field
―Compresslo■‐

使用しない

Adderss―and-Oo

ntrol―Field-Oo

mpresslon

使用しない



表2.4.5 試 験時の機器題淀12)

―
・『
ｏ
ｌ

記入方法 :RFCの デフォルト・拍鰤却動動 な場合は
"○ "を
記入し、設定不可能な場合は各社IWUの デフォルト値を記入する。

使用するオプションをサポートしていない場合は、1-"を 記入する。

・E S の統

1.ルーティングはスタティックを用いる。

( 2′
/ 2 )

PPP設 定項目 RFCデ フォ
ルト・推奨値

会  社  名

L

C

P

オ
プ

シ

ヨ
ン

Protocol―Field
―Compresslon

使用しない

Adderss―and―Co

ntrol―Field―Co

mpressiol

使用しない

I

P

C

P

オ
プ

シ

ヨ
ン

IP,Addresses 使用しない

IP―Compresslon
―Prolocol

使用しない

IP―Address 使用しない



試験項 目 試験項 目

番号

判 定 項 目

P i n g 試 験 1 相手先 ESが aliveに なる。

表 2 . 4 . 6  L A N間 相互接続試験試験項 目内容、及びチ ェックシー ト

表 2 . 4 . 7  L A N間 相互接続試験結果記入表

会社名 :              I w u名 :

対向会社名

I W U 名 )

結果記入欄 (○または×を記入)

試験項 目
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2 . 5

2.

フレーム リレーを介 した相互接続

5 . 1  相 互接続試験の対象

本相互接続試験 (以後、本試験 という)で 対象 とす るW A N、 L A Nを 下記に示

す。

L A Nと してE t h e r n e t、W A Nと して フレーム リレーを対象 とす る。

2 . 5 . 1 . 1  相 互接続試験構成

D S U I W A N

アナライザ

被試験

IWU

Ethernet

LAN アナライザ
 | I ES

図 2.5。1 試 験構成

LAN アナライザ Ｅ

ｔ

ｈ

ｅ

ｒ

ｎ

ｅ

ｔ

W A N

アナライザ

被試験

IWU
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2 . 5 . 2  相 互接続試験参加の前提条件

本試験実施前に各社とも自社 I W Uに ついて以下の条件を満たしていること。

( 1 )本 試験に必要な機能をサポー トしているE Sを 使用すること。

1 2 ) E S～ I W U間 の試験及び表 2 . 5 . 2 (試 験確認項目一覧)に おいて前提条件と

なっている項目の試験が終了 していること。

6 )試 験対象W A Nで の下記の接続試験が終了 していること。

①  F E C Nビ ットが存在するフレームを受け取っても正常に動作すること。

②  B E C Nビ ットが存在するフレームを受け取 っても正常に動作すること。

③ D Eビ ットが存在するフレームを受け取っても正常に動作すること。

2 . 5。2 . 1  本 試験適用 R F Cと 試験確認項目一覧

表 2 . 5 . 1、表 2 . 5。2参 照

2 . 5 . 3  試験実施方法

各社総当たりとする。

2 . 5 . 4  実施項目

2 . 5 . 4 . l  E S～ I W U試 験

・E S～ I W U間 の試験に関 しては試験実施前に各社の責任において実施する。

2 . 5 . 4 . 2  E S間 ( I W U間 含む)の 試験

( 1 ) E Sア プ リケーションとして p i n gを 使用する。

( 2 ) I Pア ドレスはサプネット・マスクを使用する。

( 3 )経 路制御にはスタティック ・ルーティングを使用する。      |  ‐

2 . 5 . 4 . 2 . l  p i n g試 験

( 1 ) p i n gを 使用 して、 E S間 で I  C  M  P  e c h o  r e q u e s t / r e p l yの応答が正

常に行われることを確認する。

( 2 )ヘ ッダの値がN L P I Dか 、 S N A Pの どちらを使用 しているか確認を行

う。

2 . 5 . 4 . 2 . 2  試験時の機器設定

試験実施時のW A N、 L A N、 E Sの 設定を表 2 . 5 . 3に示す。

2 . 5 . 5  実 施手順

表 2 . 5。4の チェックシー トに従い実施 し、結果を表 2 . 5。5に 記入する。

2 . 5 . 6  試験結果の取 りまとめ

各社で記入 したチェックシー トを相互接続試験実施機関で取 りまとめる。
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表 2 . 5 . 1 :試 験適用 R F Cス テータスー覧

今回試験確認を行 う項 目 一 ……○

今回試験確認を行わない項 目 …… ―

R F C

N O . 項 目

I A B ス テ ータス

( R  F  C  1 9 2 0 によ

る)

試験対象 備考

791 I P Standard/Required ○

792 I C M P Standard/Required ○

793 Transmission Control

Protocol

S t a n d a r d /
Recommended

参 考

０
４
０
０ A R P Standard/Elective ○

950 Subnets Standard/Required ○

1009 Cateway Requirements Standard/Required 参考 C a t e w a y 全般
に つ́い1〔サポート

すべきR F C

を記述 したも
のなので参考
とした

1490 M■l t i p r o t o c o l

l n t e r c o■n e c t  O v e r  F r a m e

R e l a y

Draft/Elective ○
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表 2. 5 . 2 :試 験確認項 目一覧表 (1 / 3 )

試験確認項目の分類 :
フェーズ 1に て確認または前提条件となるもの
今回の相互接続試験時に確認を行 うもの

今回の相互接続試験時に確認を行わないもの

□

〇

一

R F C 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験番号

備 考

ｎ
υ 1 IPヘ ッダバ ー ジ ョン □ Ver.4で ある

2 イ ンターネ ッ ト・ヘ ッダ長 □ 2 0オクテット

3 サ

ー

ビ

ス

タ

イ

プ

データグラム優先度

E  S  I l lがT O S

をサポー トす
るようになっ

た時に検討。

低遅延指定

高スループ ッ ト指定

高信頼性指定

データグラム全長 □

5 分割データグラム再構成用識別子

分割制御 フラグ

7 フラグメント・オフセット

8 データグラム生存時間 □

プロ トコル番号 □

ヘ ッダ ・チ ェ ックサ ム □

オプ シ ョン

コピー制御フラグ

セキュ リティ指定

ノース ・ルー ト指定 ( L o o s e / S t r i c t )

ルー ト記録指定

タイムスタンプ機能
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表 2 . 5 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 2 / 3 )

R F C 項 番 項 目 試験確認

項 目分類

チェックリストでの

該当試験番号

備 考

792 1 T y p o  O :エ コー応答 □ 1 フェーズ 1、2

Ｔ

ｙ

ｐ

ｅ
３

宛

先

到

着

不

能

O o d o O :ネッ トワーク到着不能

Oo d e l :ホス ト到着不能

O o d e 2 :プロ トコル到着不能

Oo d e 3 :ポー ト到着不能

O o d e 4 : 分割不可指定のため到着不能

(到昂彗|こは`さ害1がJる]雲)

O o d e 5 :ソース 0ル ー ト実行不能

T y p e  4 :発信元抑制

Ｔ

ｙ

ｐ

ｅ
５

ル

ー

ト

変

更

O o d e O : 指定 されたネ ッ トワ
ークヘの

ルー ト変更

O o d e l : 指定 されたホス トヘのル
ー ト

変更

O o d e 2 :指定 されたサー ビスタイプと

ネ ッ トワークヘのルー ト変更

C o d e 3 :指定 されたサー ビスタイプと

ホス トヘのルー ト変更

5 T y p e  8 :エ コー要求 □ 1 フェーズ 1 、2

T時

y間

p切
e れ

11

C o d o O : T T L が 0 と な った。

O o d e l : 分割 され た デ ー タグ ラムが
一 定 時 間 以 内 に 再 構 築 さ れ

なか った

Type12:パ ラメータ誤り.

T y p e 1 3 :タ イムスタンプ要求

Ty p e 1 4 :タ イムスタンプ応答

T y p e 1 5 :イ ンフォメーシ ョン要求

1  1 T y p e 1 6 :イ ンフォメーシ ョン応答

T y p e 1 7 :ア ドレスマスク要求

Ty p e 1 8 :ア ドレスマスク応答
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表 2 . 5 . 2 :試 験確認項 目一覧表 ( 3 / 3 )

R F C 項 番 項 目 試験確認

項目分類

チェックリストでの

該当試験番号

備 考

Ｏ
Ｏ 1 M A C ア ドレスと I P ア ドレスのマ ッピン

グにはA R P を 使用する。
□

０
０ 1 EthernetのType Floldは08-00で ある □

2 E t h e r n e t の最小フレームサイズは、 4 6
o c t e t s で、これに満たない場合はパディ
ングを入れること

□

3 E t h e r n e t 上で転送 しうる最大フレームサイ
ズは 1  5  0  0  o c t e t s である

□

4 M  A  C  A d d r e s s  とI  P  A d d r e s s のマ ッピ

ングにはA R P を 用いる
□

5 I P Broadcast Addressは  Ethernet
B r o a d c a s t  A d d r e s s にマ ッピングされ る
べ きである

□

950 1 可変長

2 固定長

3 可変長 (S e l f―e n c o d i n g )

4 固定長 (S e l f―e n c o d i n g )

5 マスクビット (ア ドレスマスク) ○ すべての試験 接続試験等に
マスクビット
を使用す る。

6 ICMP(ア ドレスマスク)

1490 1 フレームのカプセル化は N L P I D 、

または、 S  N  A  P H e a d e r を使用 している。

○ 2

2 X I D を 使用 しないときの m a x i m 」m  f r a m e

s i z e  の最小値 は 2 6 2 以上である。
□ M T U は 予め

1500オタテット |こ
設定す る。

X I D を 使用 した M a x i m u m  f r a m e  s i z e

(N201)、 retransmission timer(T200)、
maximum number of outstanding lnformat
i o n  f r a m e ( K ) 等のN e g O t i a t i o ■を使用 して

も良 い。

■
■ A R P を 使用することにより動的にア ドレ
スを取得する。

5 I n v e r s e  A  R  Pを使用す ることにより動的
にア ドレスを取得す る。

フラグメン トが正常に行われている。
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表 2 . 5 。3 : 試 験時の機器設定

・各社 フレーム リレニ加入条件 (パラメータ)

―

認

―

ｎ
ｖ
　
　
ツ

●

　

　

１

　

　

２

I W U の パラメーラ

W A N 側 のM T U を 1 5

ルーティングはスタティ

0 オ クテットとする。

クを用いる。

E S の 設定

ルーティングはスタティックを用いる。

フ レーム リレニ設定

会 社 名

物理回線速度

( B P S )

C I R ( B P S )

C L L M

LMI状 態確認手順



表 2 . 5 . 4  L A N間 相互接続試験項 目内容、及びチ ェックシー ト

表 2 . 5 . 5  L A N間 相互接続試験結果記入表

試験項 目 試験項 目

番号

判 定 項 目

p i n g

試 験

相手先 E Sが a l i v e に なる。

NLPIDま たは SNAPHEADERを 使用

している。

結果 :NLPIDの 場合は N、

SNAP HEADERの 場合は Sを 記入

す る

対 向 会 社 名

( I W U 名 )

結 果 記 入 欄

試験項 目に指定がなければ○ または×を記入する

試 験 項 番

備   考

1 2
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第 1章 本 書の位置付け

本書は、 「基本ルール編 (第1.0版)、 (以下、基本ルール編という。)」 に基づき、

O S IttLANに おいて IWU(ル ータ)、 WANを 介したES間 の相互接続試験を実施

するための要領書であり、その具体的な試験環境、試験実施手順等について規定している。

第 2章  相 互接続試験の実施方法

2.1 試 験環境

下図に示す構成で試験を実施する。

図-1 試 験構成

2.2 試 験の切り分け点の規定

以下の 2点 の試験を実施する (図-1参 照)

①IWU一 IWU間 の相互接続性試験

②ES― ES間 の相互接続性試験
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2.3 試 験の分類

以下のWANに 対して試験を行う。

① PSPDN

② ISDN一 PS

③ ISDN一 CS

④専用線

注)第 1.0版では、WANと して、① PSPDN、 ② ISDN― PSを 対象とし、③

ISDN一 CS、 ④専用線については、次版以降で対象とする。

2.4 試 験のために設定すべき条件

・ネットワークアドレス

・DTEア ドレス

・通信速度

・ウインドウサイズ

・最大パケット長

・スループットクラス

0フロー制御ネゴシエーション

0スループットクラスネゴシエーション

0ファストセレクト機能

・DTEフ ァシリティ

・網中継遅延選択表示機能

・ファイル転送試験用データファイル
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2.5 PSPDNに よる試験項目

以下の項目について試験を実施する。

2.5。l DT一 NPDUの 中継

2.5。1。1 試 験方法

IWUを 介したES間 で、データの送受信が正常に行われることを確認する。

アプリケーションは、FTAMま たはMHSを 使用する。

なお、どちらを使用するかは、試験に参加する会社間で決定する。

2.5.1.2 試 験用のデータ

試験に使用するデータは、あらかじめ定めたテストパターンを使用する。

2.5。1.3 判 定基準

受信側は、相手ESか ら受信したデータとテス トパターンを比較し同じであれば正

常に中継されたと判断する。

2.5。1.4 組 合わせ

試験は次の組合わせで行う。

( 1 ) 1 ' け1

1WUの 1対 1対向で試験を実施する。
一方の IWU(に 接続されたES)か らの送信試験。

双方の IWUか ら同時に送信する試験。

の 2通 りの方法で試験を行う。

( 2 ) 1 ' 村N

正常系の通信確認

1箇所の IWUか らn箇 所の IWUに 対して同時にデータを送信する。

n箇 所の相手がすべて正常に受信することを確認する。

異常系の通信確認

n箇 所の相手と通信中に、 1箇所の通信に障害 (lWU断 等)を 発生させる。

1箇所の障害が他の正常な部分に影響を与えないことを確認する。
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2.5。2 ER一 NPDUの 中継

2.5。2.1 試 験方法

あらかじめ送信側の IWUに 誤ったルーティング情報を登録する (中継した先の IW

Uに 存在しないア ドレスを登録する)。

相手先の IWUか ら 「ア ドレス誤り」のER一 NPDUが 送信される。

2.5。2.2 判 定基準

ER一 NPDUを WAN側 からLAN側 に IWUが 中継することを確認する。

ER一 NPDUの 到着の確認は、各社それぞれの責任において実施し報告する。

注)

0ネ ットワーク層のPSPDNを 介したVC確 立に関しては、上記試験を実施すること

で自ずから確認されるので、特に試験項目は設けないこととする。

・Es一 IWU間 の相互接続の確認 (フェーズ 1試験)は 各社社内で事前に確認するの

で本書では試験項目は設けない。

・IWUに おけるパケットの分解組立に関しては、本書が同
一LAN(IS08802-3)同 士

の接続を対象としているので試験項目は設けない。

2.5。3 実 施手順

2.5.3。1 組 合わせ

参加各社全社の総当たりで試験を行う。

2.5。3.2 結 果の報告

試験は別紙-1の チェックリストに従って実施し、結果を記入する。
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2.6 1SDN― PSに よる試験項目

以下の項目について試験を実施する。

2.6.l DT一 NPDUの 中継

2.6.1。l Bチ ャネルーBチ ャネル接続

2.6.1.1.1 試 験方法

IWUを 介したES間 で、データの送受信が正常に行われることを確認する。

アプリケーションは、FTAMま たはMHSを 使用する。

なお、どちらを使用するかは、試験に参加する会社間で決定する。

2.6.1.1.2 試 験用のデータ

試験に使用するデータは、あらかじめ定めたテス トパターンを使用する。

2.6。1.1.3 判 定基準

受信側は、相手ESか ら受信したデータとテス トパターンを比較し同じであれば正常

に中継されたと判断する。

2.6.1.1.4 組 合わせ

試験は次の組合わせで行う。

( 1 ) 1 対 1

1WUの 1対 1対向で試験を実施する。
一方の Iwu(に 接続されたES)か らの送信試験。

双方の IWUか ら同時に送信する試験。

の 2通 りの方法で試験を行う。

( 2 ) 1 ' 村N

正常系の通信確認

1箇所の IWUか らn箇所の IWUに 対して同時にデータを送信する。

n箇所の相手がすべて正常に受信することを確認する。

異常系の通信確認

n箇所の相手と通信中に、 1箇所の通信に障害 (IWU断 等)を 発生させる。

1箇所の障害が他の正常な部分に影響を与えないことを確認する。
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2.6.1.2 Bチ ャネルーDチ ャネル接続

2.6.1.2.1 試 験方法

IWUを 介したES間 で、デ
ータの送受信が正常に行われることを確認する。

アプリケーションは、FTAMま たはMHSを 使用する。

なお、どちらを使用するかは、試験に参加する会社間で決定する。

2.6.1.2.2 試 験用のデータ

試験に使用するデータは、あらかじめ定めたテストパタ
ーンを使用する。

2.6.1.2.3 判 定基準

受信側は、相手 ESか ら受信したデ
ータとテス トパターンを比較し同じであれば正常

に中継されたと判断する。

2.6。1。2.4 組 合わせ

試験は次の組合わせで行う。

( 1 ) 1 対 1

1WUの 1対 1対向で試験を実施する。

一方の IWU(に 接続されたES)か らの送信試験。

双方の IWUか ら同時に送信する試験。

の 2通 りの方法で試験を行う。

( 2 )  1 ' 吋N

正常系の通信確認

1箇所の IWUか らn箇 所の IWUに 対して同時にデ
ータを送信する。

n箇 所の相手がすべて正常に受信することを確認する。

異常系の通信確認

n箇 所の相手と通信中に、 1箇所の通信に障害 (IWU断 等)を 発生させる。

1箇所の障害が他の正常な部分に影響を与えないことを確認する。
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2.6。1,3 Dチ ャネルーBチ ャネル接続

2.6。1.3.1 試 験方法

IWUを 介したES間 で、データの送受信が正常に行われることを確認する。

アプリケーションは、FTAMま たはMHSを 使用する。

なお、どちらを使用するかは、試験に参加する会社間で決定する。

2.6.1.3.2 試 験用のデータ

試験に使用するデータは、あらかじめ定めたテス トパターンを使用する。

2.6。1.3.3 判 定基準

受信側は、相手ESか ら受信したデ
ータとテス トパターンを比較し同じであれば正常

に中継されたと判断する。

2.6.1.3.4 組 合わせ

試験は次の組合わせで行う。

( 1 ) 1 ' 村1

1WUの 1対 1対向で試験を実施する。

一方の IWU(に 接続されたES)か らの送信試験。

双方の IWUか ら同時に送信する試験。

の 2通 りの方法で試験を行う。

( 2 ) 1 ' 村N

正常系の通信確認

1箇所の IWUか らn箇 所の IWUに 対して同時にデータを送信する。

n箇 所の相手がすべて正常に受信することを確認する。

異常系の通信確認

n箇 所の相手と通信中に、 1箇所の通信に障害 (IWU断 等)を 発生させる。

1箇所の障害が他の正常な部分に影響を与えないことを確認する。
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2.6.1.4 Dチ ャネルーDチ ャネル接続

2.6.1.4。1 試 験方法

IWUを 介したES間 で、データの送受信が正常に行われることを確認する。

アプリケーションは、FTAMま たはMHSを 使用する。

なお、どちらを使用するかは、試験に参加する会社間で決定する。

2.6.1。4.2 試 験用のデータ

試験に使用するデータは、あらかじめ定めたテス トパタ
ーンを使用する。

2.6.1.4.3 判 定基準

受信側は、相手ESか ら受信したデ
ータとテストパターンを比較し同じであれば正常

に中継されたと判断する。

2.6。1,4。4 組 合わせ

試験は次の組合わせで行う。

( 1 ) 1 対 1

1WUの 1対 1対向で試験を実施する。

一方の IWU(に 接続されたES)か らの送信試験。

双方の IWUか ら同時に送信する試験。

の 2通 りの方法で試験を行う。

( 2 ) 1 ' 村N

正常系の通信確認

1箇所の IWUか らn箇 所の IWUに 対して同時にデ
ータを送信する。

n箇 所の相手がすべて正常に受信することを確認する。     |

異常系の通信確認

n箇 所の相手と通信中に、 1箇所の通信に障害 (IWU断 等)を 発生させる。

1箇所の障害が他の正常な部分に影響を与えないことを確認する。
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2.6.2 ER一 NPDUの 中継

2.6.2.l Bチ ャネルーBチ ャネル接続

2.6.2.1.1 試 験方法

あらかじめ送信側の IWUに 誤ったルーティング情報を登録する (中継した先の IW

Uに 存在しないア ドレスを登録する)。

相手先の IWUか ら 「ア ドレス誤り」のER一 NPDUが 送信される。

2.6.2.1.2 判 定基準

ER一 NPDUを WAN側 からLAN側 に IWUが 中継する事を確認する。

ER一 NPDUの 到着の確認は、各社それぞれの責任において実施し報告する。

2.6.2.2 Bチ ャネルーDチ ャネル接続

2.6。2.2.1 試 験方法

あらかじめ送信側の IWUに 誤ったルーティング情報を登録する (中継した先の IW

Uに 存在しないアドレスを登録する)。

相手先の IWUか ら 「ア ドレス誤り」のER一 NPDUが 送信される。

2.6.2.2.2 判 定基準

ER一 NPDUを WAN側 からLAN側 に IWUが 中継する事を確認する。

ER一 NPDUの 到着の確認は、各社それぞれの責任において実施し報告する:

2.6。2。3 Dチ ャネルーBチ ャネル接続

2.6.2.3。1 試 験方法

あらかじめ送信側の IWUに 誤ったルーティング情報を登録する (中継した先の IW

Uに 存在しないアドレスを登録する)。

相手先の IWUか ら 「アドレス誤りJの ER一 NPDUが 送信される。

2.6.2.3.2 判 定基準

ER一 NPDUを WAN側 からLAN側 に IWUが 中継する事を確認する。

ER一 NPDUの 到着の確認は、各社それぞれの責任において実施し報告する。

- 9 -



2.6.2.4 Dチ ャネルーDチ ャネル接続

2.6.2.4.1 試 験方法

あらかじめ送信側の IWUに 誤ったル
ーティング情報を登録する (中継した先の IW

Uに 存在しないアドレスを登録する)。

相手先の IWUか ら 「ア ドレス誤りJの ER一 NPDUが 送信される。

2.6.2.4.2 判 定基準

ER一 NPDUを WAN側 からLAN側 に IWUが 中継する事を確認する。

ER一 NPDUの 到着の確認は、各社それぞれの責任において実施し報告する。

注)

・ネットウーク層の ISDN― PSを 介したVC確 立に関しては、上記試験を実施する

ことで自ずから確認されるので、特に試験項目は設けないこととする。

・ES一 IWU間 の相互接続の確認 (フェーズ 1試験)は 各社社内で事前に確認するの

で本書では試験項目は設けない。

・IWUに おけるパケットの分解組立に関しては、本書が同
一LAN(IS08802-3)同 士

の接続を対象としているので試験項目は設けない。

.2.6.3 実 施手順

2.6.3。1 組 合わせ

参加各社全社の総当たりで試験を行う。

2.6.3.2 結果の報告

試験は別紙-2の チェックリストに従って実施し、結果を記入する。

2.6.3.3 合否判定条件

ISDN一 PSを 使用した相互接続試験ではt双 方の IWUが Bチ ャネル、Dチ ャネ

ルいずれを使用するかによって、

①Bチ ャネル同士による接続

②Dチ ャネルから発呼、Bチ ャネルで着信

③Bチ ャネルから発呼、Dチ ャネルで着信

④Dチ ャネル同士による接続

の4パ ターンがあり得るが、①～④のいずれかにパスすれば合格とする。但し、合格し

たパターンについては明確にすることとする。
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表 -1

LAN間 相互接続試験P S PDN ODX― Dチ ェックリスト 鈍 名:

担当 :

別紙 - 1
TEL:

FAX:

*印 の側へは使用したアプリケーションを記入する

―

〓

―

:鵡1項
|]:iS・

試

験

形
態

:力換項目名 半J 定 基 却

(1巳舌による
・
巡絡回線
・
を設け試験の1晏ば硫認を取り合うこと) ホ 率 * * * * ホ

X― 〕

１
社

　
対

　
―
社

正

　

常
　
″
ホ

DT「
NPD
Uの中
1性

夕
信デ．嘘
。自ESか らのデータカく相手ESに 正常に送信出来ることを確認する。
(送イ罰麦、自ESの APソ フトは正■1冬了となること。)

(半頃■○又はX又 :製D
O :相 手佃りこおいて送信データとのコンペアOK
△ :自 ES側 のみOK

X… 2 データ
の受f言

。相手ESか らのデータカく自ESで 正常に受信出来ることを確認する.
(半頃■〇又はX)

X-3 同時発
I言

・2社間で同0寺に各ESの APソ フトを動作させた1寺に正常にデータの送信が
出来ることを確認する。
G夕罰女、各ESの APソ フトは正■1各了となること。)

(判定 :○又はXttli△
〇 :18手 m引こおいて,送信データとのコンペアOK
△ :日 E Sl‖のみOK

X-4 異
常
系

ER― NPDU
の中継

。11手lWUへ 誤った宛先アドレスのINI P D Uを選ろ.こ れに対して、相手 :
VヽUか ら正常なエラーコードをもったER― NID DU・」J`返送さオ1ることをこ認
づ
‐
ろ。
(確認方法は各社任意でよい)           (キ 頃■ o又 はX)

X-5

１
社

　

対

　

ハ
社

工

帝

DT―

NPD
Uの中

織

データ
の送信

X-1に 同じ

X-6 ″
〓 データ

の受1言
N-2に 同じ

X-7

異
常
系

13手1 VヽUの
f出断尋

。他のパスの lWUの 電用析により、正常な当1が スのES間 において
‐
デー

タの送信
‐
又は
‐
データの到言

・
力〈正常に出ノtることを確認する。

(キ嘆LO又 はX又 は4)
○ :11手 佃りこおいて送信データとのコンペアOK
△ :自 E S nllのみOK



表 -2

別紙 - 2

LAN間 相互接続試験 ISDN―PS(INS―Dチ ェックリスト 会社名 : TEL:

年 月  日 ～ 平成 1 年 月

B 、B ◆ D 、D ‐ B 、D e D )

日) 担当 : FAX:
(試験実施日時

(使用チャネル

: 平 成

:  B く■
*印の個へは使用したアプリケ

ーションを記入する

―

馬

―

判 定 L T  i l l

(■1舌による
・
辿銘回線
・
を設け試験の都度TC認を取り合うこと)

程晟:自`9であ鰐す:え騨予:編昔省i進:臓lill_
〇 :1日手mlにおいて送信デ

ータとのコンペアOK

△ :日 ES側 のみOKDT―
NPD
Uの中
r11

・相手ESか らのデL夕が自ESで 正常に受信出Лξることを確認する。
(11に:○又はX)

喪進魯農「客晋せあ彙トラフHl正 常終了Lな ること.(れ
庭 :。xltXXl訟

○ :相 手側において送信デ
ータとのコンペアOK

△ :自 ES側 のみOK

。相手IWUへ 誤った苑先アドレスのNPDUを 送ろ。これに対して、相手:

WUか ら正常なエラーコードをもつたER― NPDU力 優転 さ1■ることを確認

り
i臨 出ま各社任意で鳳う     (判 定:○則まつ

P-1に 同じ

P-2に 同じ

,脇:不貫:躍2卿糧1晨認釜蒙警ギ紗 :IIII言
○ ,10手 m中こおいて通信デ

ータとのコンペ70K

△ :日 E SOJのみOK
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